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A, 堀越 義一 , 本 多 共 之 , 増井 淳一 , 待 場 RB JONES, 吉木 文平 , 吉沢 
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会 報 


昭和 36 年 度 秋季 例会 及び 見 学 旅行 予告 次 の 予定 で 日 本 久 物 学会 及び 日 本 鉄山 地質 学 
会 と 共催 の 秋季 例会 及び 見 学 旅行 を 開催 し ます か ら , 講演 希望 の 方 は 御 申 込み 下さ い 。 

日 時 昭和 36 年 10 月 6 日 ~9 日 

場 所 北海 道 大 学 理学 部 地質 学 鉄 物 学 教 窒 
見 学 旅行 下川 鉄山 ) イト ムカ 鉄山 , ERFEMRUILRS ERR 

講演 申込 所 属 ・ 卒 業 年 度 ・ 氏 名 を 明記 し , 400 字 以 内 の 講演 要 引 を 漆 え て , 8 月 

28 日 (月 ) まで 必着 する よう 二 会 宛 申 込む こと 。 

昭和 36 年 度合 同 秋 季 大 会 (秋田 ) 開催 予告 次 の 予定 で 日 本 鉱業 会 他 5 学 協会 と 合同 
の 秋季 大 会 を 開催 し ます 。 詳細 は 別紙 綴 込 を 御覧 下さ い 。 

A 時 昭和 36 年 10 月 13 日 ~16 日 

場 所 秋田 大 学 鉱 山 学部 


会 費 納 入 の 件 本 年 度 会 費 1,000 円 (但し , 大 学院 学生 を 除く 学生 会 員 は 本 年 度 に 限 
) 500 円 ) を 未納 の 方 は 本 会 RMA 8825 番 ) 宛 至 急 お 納め 下さ い 。 昨年 度 以前 の 
AMD LICR BAGS LE LEM, RICH RMICHMA TO SHI, 至急 お 納め 下さ 
ら な いと , 会 誌 の 発行 が 停止 され ます の で ご 注意 下さ い 。 
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岐阜 県 苗木 産 水 晶 の 微量 成分 


Minor compositions in quartz from Naegi, 
Gifu Prefecture 
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水 卓 中 の 微量 成分 に つい て は 発光 分 光 分 折 に よる 研究 が , 現在 迄 に 若干 報告 3),3) & 
れ て いる が , 定量 的 に 行わ れ た 研究 は 殆 ん ど な か つた 。 従 つ て 筆者 等 は か ね て か ら こ の 研 
究 に 記し , ペグ マタ イト に 産 す る 水上 唱 中 の 微量 成分 を 定量 的 に 求め , この 微量 成分 の 結 品 
内 の 分 布 状態 を 詳 ょ ちら か に すべ くさく 和 実験 を 行 つ て 来 た 。 こ ゝ に は 芋 木 産 水 品 に つい て の 結果 を 
報告 する 。 


2. fg Bh 実験 


実験 に 使用 し た 試料 は I BURSA PED AT ZI 4b OK CHS. 群生 する 石英 結 品 
の 一 つ で , 大 き さ は 主軸 方 向 に 10cm, 側 軸 方 向 に 6.5cm で , 結 品 の 上 端 は 無色 透明 で 
HOD, 内 部 は 包 裏 物 を 含み 半 透 明 で ある 。 こ の 水上 品 を 失 端 より 1.2cm 間隔 で , 主軸 に 
BAZARMICORL, 策 1 図 の 如 A, B, C,...... G と 符号 づけ た 。 両面 を 研磨 し 
Ct, HF 沙 液 で 腐 人 触 し , 次 に この 次 人 触 面 を 反射 光線 下 で 観察 , 写真 撮影 する と , 第 2 図 
(1) 及び (2) の 様 な ドー フィ ネ 双 上 品 と ブラ ジル 双 上 品 が 認め られ た B2MCB, C.. 
GCG で 示し た も の は 切断 面 の 裏面 側 で あぁ る 。 

第 2 図 か ら 明 か な 様 に ドー フィ ネ 双 卓 の 発達 状態 は 水 卓 の 余 端 部 と 下部 と で 閉 る し く 
異な つて いる 。 穴 端 部 で は 双 品 個体 の 境界 が 簡単 で , 境界 線 は 桂 面 と 平行 で あぁ あり, Dib 
は 三方 品 系 的 に 発達 し て いる (第 2 図 B~C)。 これ に 対し て 下部 で は 双 唱 個体 が 次 第 
に 細か く 多 数 と な る (第 2 図 D~G)。 

双 こ れ ら の ドー フィ ネ 双 卓 の 発達 する 結晶 の 外縁 部 に は ブラ ジル 双 上 品 が 発達 し て いる 
(第 2 図 CF)。 LDF FV NMR GRME SE BOM ABAAMOICOAAC, E 
Cm i BHL, CHEVEFOC, RUTAOD F CML TwSo 

CNEDE—-74 FRO BHA BEL BREE LAIDEBAZLNAZ 
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第 1 図 
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AIDE RO 和 失 敵 部 に 近 き 無色 透明 の 部 分 で は 双 品 の 発達 が 簡単 で あり , BRIARWOOD 
VERS CE WO HIS L TOSS CHS. これ は 姜 に 観察 し た 神津 , 大 森 の 
結果 と 良く 一 致し て いる 。 これ ら の 包 裏 物 は 結晶 の 冷却 の 際 に 伴う 収縮 を 坊 害し , 内 部 
WBAEAL, この た め 双 品 の 生成 を 招い た も の と 解釈 され る 。 


3. 電子 緊 微 鏡 写 真 


上 述 の 触 像 面 を 次 に 電子 顕微 鏡 下 で 観察 し 写真 を 撮影 し た 。 第 2 図 C" の 1, 2, 3, 4 
の 4 個所 を 夫々 第 3 図 (1) 及び (2) に A, B, C, D と し て 示す 。 A は プラ ジル X 双 上 品 
の 部 分 , B. CRUD は ドー フィ ネ 双 上 品 の 部 分 で あつ て , 何れ に も 人 触 優 の 形 が 良く 示 
され て いる え 。 


; EEA oN ws dD 
水晶 触 像 の 電子 顕 徴 鏡 写 真 (x1333), A, B, C 及び D は それ ぞ れ 第 2 図 (1) 
DOOD, 2, 3 及び 4 を 撮影 し た も の で あぁ る 。 


Kim EO ETABREA, A, B C 及び DD は 第 3 図 (1) と 同じ (指定 の 長 さ 
が 1 。 


4 試料 及び 分 析 法 


(1) 試料 の 調 錯 先 づ 第 1 図 に 示し た 様 に 水晶 を 切断 し た 。 この 切断 に は ダイ ヤ ャ モン 
ドカ ツテ ング ホイ ー ル を 用 い , この 際 附 着 し た と 思わ れる 不純 物 は 水洗 後 , 希 塩 酸 で 除 
Elio 次 に ダイ ヤ ャ モンド モー ター で 粉砕 する 際 に も 若干 量 の 鉄 が 混入 する の で , これ 
等 を 磁石 で と り 除 いた 後 , AMIR CULE, 精選 試料 の み を め の 3 う 乳鉢 で 細 粉 し て 分 析 に 
供し た 。 

(2) Fe, Al の 定量 法 こ * ゝ に は オキ シン 洗 を 用 いた 。 微量 の Fe は O フ ェ ナ ン スロ 
Vv ES) 等 で 比較 的 精度 よく 定量 する こと が で きる が , 微量 の Al FjARAO ERK 
FERS ZAC 一 般 に 用 いら れ て いる 方 法 は 類 雑 で あぁ る 。 この 際 比 色 定 量 法 が 便利 で ある 
が , アル ミノ ン 6) を 使用 する 方 法 で は 鉄 の 妨害 が 大 きく , この た め 鉄 を 分 離す る か 或 は 
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MARTA OO 前 処理 が 必要 と な り , 微量 を 定量 する た め に は 答 問 題 が 残さ れ て いる 。 
この た め 多少 の 鉄 の 存在 下 で も 可能 な Al eA, Mid Fe, Al の 同時 比 色 法 が 望ま れ 
て いた 。 この 目的 の た め に 従来 の す キ シン に よる 抽出 比 色 潜 5) を 改良 し て Fe と Al を 
同時 に 定量 する 方 法 が 本 島 等 83) に よ ょ つて 確立 され て いる 。 筆者 等 は これ 等 の 方 法 を 用 
wt, 石英 中 に 含ま れ て いる 徴 量 の Fe, Al を 定量 する こと に し た 。 

この 際 用 いる 吸光 光度 法 は 高 感度 で ある 。 先ず Fe, Al を 他 の 元素 か ら 分 離す る た め に 
オキ シン 錯塩 を 作 め これ を 2 グロ ロホ ルム で 抽出 する 。 この 了 葵 pH を 変化 させ る で と に 
ょ つて , Fe, Al の オキ シン 錯塩 を 他 の 金属 か ら 分 離さ せる こと が で き , これ は 操作 が 簡 
MC, し か る も 正確 な 結果 が 得 ぁ られ , 石英 中 の 0.0001% BED Fe, Al を 同時 に 定量 する 
NE TS 

Fe+++ は pH 2.8~11.2 で 緑茶 色 の オキ シン 錯塩 Fe (C。 耳 gON)。 と な る 。 これ に 対 
し Al 錯塩 は pH 4.2~9.8 で Al (C。 耳 gON) 。 DROS E AUC, PH3 以下 の 
酸性 及び 12 以 上 OF VAY ME CYB EAL vo これ ら の 錯塩 の 水 に 対す る 沙 解 度 は 
極め て 小さ く 安 定 で ある が , クロ ロホ ルム の 有機 深 媒 に 容易 に 深 け る 。 Fe (C。H。ON)。 
の クロ ロホ ルム 抽出 液 は 黒色 を 呈 し, 470mg と 580mp に 吸収 板 大 を 示す 。 Al (CoH, 
ON)。 の クロ ロホ ルム 抽出 液 は VRS 390mz に 吸収 極大 を 示し , 450mp 以上 に は 
殆 ん ど 吸 収 を 示さ な い 。 オ キシ ン も クロ ロホ ルム で 抽出 され る が , この 液 は 無色 で あり , 
大 き な 吸 収 が 370mg 以下 で ぁ る た め , 2 > ilEBBL Avo 

V 以外 の 金属 オキ シン 錯 放 は 一 般 に 450mg 以下 に 大 き な 吸 収 を 示し , Fe と 波長 が 違 
う の で 可 な り 多 量 の これ ら 他 金属 が 共 在 し て も 容易 に Fe を 定量 する こと が で きえ 。 従 
つて Al と 無関係 に Fe を 定量 する こと が 可能 と な る 。 Fe と Al が 混在 する 場合 に は , 
390mpg の 値 が これ ら 両 者 の 含量 を 示す の で , これ より 470mp で 得 た Fe の 値 を 引い て 
AL の 値 と する 。 

分 析 操 作 は 次 の 様 で ある 。 前 記 に より 精選 し た 粉末 震 料 (100~150 メッ シュ ) FHS 
皿 に と り , HARM UVC DED IRR UE SAR IMA, 湯 浴 上 で 静か に 加熱 分 解 し , 次 
に 砂 浴 上 で 加熱 , AERC L, 硫酸 塩 に し て 間 酸 を 駆逐 し た 後 , 温水 に 深 解 , 台 酸 性 深 
Weel, Bicone 50m 2 ココ 大 れ 0O009RN の OR 
SOY 以下 の Al を 含む 様 に 分 液 し て , 1% オキ シン 酢酸 溶液 3ml FMA, HELO KH 
々 に 2N 酢酸 アン モニ ウツ ウム 落 液 を 滴下 し , pH5.0 へ 5.6 に 調節 する と BYR AZ, OF 
れ を 分 液 渡 斗 に 移し , 蒸 激 水 を 加え て 全 液 量 を 50ml と する 。 つい で 精製 し た クロ ロホ 
ルム を ビ ペ ベット で 10ml 加え て 1 分 間 激 し く 振 漫 し , Fe, Al 錯 老 を 抽出 する 。 こ の 際 使 
用 する クロ ロホ ルム は その 都度 2N 硫酸 及び IN アン モニ = ウム 水 で 夫々 4, 5 回 ずつ 洗 
WR» 更に 燕 溜 水 で 数 回 洗 疾 し た 後 塩化 カル シッ ウッ ム で 脱水 ) これ を 更に 蒸 光 し て 精製 クロ 
の 

か くし て 得 ら れ た Fe, Al 錯塩 抽出 液 を 共 栓 三角 フラ スコ (脱水 の た め 無水 硫酸 ナ ト 
リツ ソム を 人 れ て お く ) KAN, この 一 部 を セル に と り , 同様 に 処理 し た ブラ ンク を 対 尻 
と し て 390mg 及び 476m の 吸光 度 を 測定 する 。 この 際 Fe は 5~1007, Al は 5~50y 
の 範囲 内 が 定量 で きる が , この 範囲 を 越え る と 精度 が 落ち も る 。 

試み に 産地 及び 色 を 異 に する 7 個 の 石英 の Fe を , AKL O TEP AG 7 Cre 
BLL LOD, よく 一 致し た 値 が 得 ら れ た 。 この 際 両 者 の 差 は 平均 土 0.000496 で あ 
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Diz 

(3) Mg の 定量 法 これ に は キシ リ ジ ル ブル 一 法 9) を 用 いた 。 微量 Mg ODER 
量 法 に つい て は , 一 般 に オキ シ vy YB) FP) 8) ew be — 10) チタ ン イ ィ nay) な 
どの 直接 また は 間接 定量 法 が 使用 され て いる が , この うち 最も 広く 用 いら れ て 来 た チ タ 
ン イ エロ ー 法 は 極め て 役 量 の Mg の 定量 に 際 し て は 共存 塩 の 影 枯 が 大 きく 再現 性 を 欠く 
の で 適当 で な い 。 

最近 Mg の 時 色 試薬 と し て チタ ン イ エロ ー ょ より 約 10 倍 の 鋭敏 度 を も つ 優 れ た キシ リ ジ 
ルプ ブル ー が Mann と Yoel0) に < よ ょ つて 報告 され た 。 本 法 に よ ょ つて 鋳鉄 中 の Mg OHH”), 
標準 試薬 塩化 ナチ トリ ウツ ム 中 の 微量 Mg の 定量 3) ER な され た , 例え ば 塩化 ナトリウム 中 
の Mg が 0.00029% の 精度 を も つて 定量 くさ れ て いる 。 従 つて 従来 不可 能 で あつ た 高 純度 試 
HORE Mg の 定量 に 本 法 が 最も 適 する こと を 示す も の で ある 。 そこ で この キシ リ ジ 
ルプ ブル ーー 法 に 検討 を 加え て 定量 を 行 つ た 。 

キシ リ ジ ル プル 一 試薬 は Mg LGASHRE TES CONE MMAR PHOILT, F 
VAI-NVERICF SL, 赤色 を 量 す る 。 こ の 反応 は 鋭敏 で , 安定 で ある 。 この 赤色 錯塩 
は 510mp と 540mg に 吸収 板 大 を 示す 。 キシ リ ジ ル ブル 一 試薬 の みな で は 青色 を 量 し, 
615mp に 吸収 極大 が ある 。 PRO 540mz に 於 ける 吸収 も る 615mg の 吸収 と 比例 関係 
を 示す が , 510mg の 方 が 吸光 度 が 低く 分 折 に 適し て いる の で これ が 用 いら れる 。 こ の 研 
究 14) を 参考 に し て 装 者 等 は 495mg を 使用 し て 測定 し た 。 

キ ォ シ リ ジ ル ブ プ ブルー は Mg に 対し て 選択 的 な 試 藻 で は な い 。 この 際 多 量 の 鉄 が 共存 する 
と 妨害 と な る の で , 磁気 水銀 陰極 電解 法 又 は メチ ルイ ソ ブ チ ルケ トン 15) で Fe を 分 離す 
る 方 法 が 搾 用 され て いる 。 又 こ の 他 の 金属 (例え ば Al, Ti, Ca 等 ) も 分 離す る 必要 が ある 
2, Al, Ti, Ca の 30y/25ml 以下 及び As, Mn の 20y/25ml 以下 等 の 共存 元素 は Mg 
の 定量 に 妨げ と な ら な い 。 石英 の 場合 A1l が 存在 する の で 特に この 点 に 注意 し た 。 この 
Al の © 量 が 多い と 時間 の 増加 に 伴 つ て 吸光 度 が 増加 し , 正 の 誤差 を 生ずる 傾向 が ある 。 そ 
こと で ALE RMY —7Y COBLL TREL, この 目的 を 達し た 。Mg の 標準 深 液 に つい て る も 
苦 性 ソー ダ で 同様 の 処理 を 行 つ た 。 

Mg の 分 折 操 作 は 次 の 通り で ある 。 試料 分 解 後 , 硫酸 を 用 いた 場合 に は 完全 に 蒸発 乾 固 
し て 硫酸 根 を 揮 散 除去 する 。 次 に 塩類 を 温水 に 深 解 し Mg と し て 157 程度 迄 含む 様 に 分 
YL, 徴 酸性 の 液 に ON 茜 性 ソー ダ を 加え , 少し 温め て Mg(OH), の 白色 沈 淫 を 作り , 
Al の 除去 の た め 濾過 し , AATVEY —Y CHEE, LOVED OMI (1+1) に 落 解 
L, 25ml > メス フラ スコ に と る 。 フェ ノー ルフ ター レン を 指示 薬 と し て , IN HV -F 
で 中 和 す る 。 こ れ に 0.1N MBE MA, 徴 酸性 に し , シャ ン 化 カリ ウム 沙 液 (1096) 1~2 
REEMA, 次 に キシ リ ジ ル ブ プルー アルコール 溶液 (0.0396) 10ml RUMMY (0.08 
M) 1ml を 加え , 20 分 間 放 詩 後 , 同様 に 処理 し た ブラ ンク を 対 脂 に し て 波長 495mg の 
吸光 度 で 測定 し た 。 

Ca は 火 光 光度 法 に よ ょ つて 定量 し た 。 


5. 分 tt 結果 


第 1 図 に 示し た 様 に , A~G の 7 個 を 更に 細か く 切 断 し , この 各々 に つい て Al と Fe 
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第 1 表 水上 晶 中 の 微量 成分 の 分 折 値 


No. Fe Al Mg Ca 

A I 0 ee 0 0 0 ae 0.0005 
1 0.0005 0.0046 | 0.0008 | 0.0005 

B 2 0.0008 0.0042 | 0.0002 | 0.0004 
3 0.0015 0.0055 | 0.0005 | 0.0003 

4 0.0020 0.0062 | 0.0005 | 0.0003 

| 

1 0.0004 0.0030 | 0.0002 | 0.0003 

2 0.0004 0.0046 | 0.0004 | 0.0004 

3 0.0010 0.0077 | 0.0003 | 0.0003 

Cc 4 0.0017 0.0083 | 0.0004 | 0.0004 
9 0.0006 0.0054 | 0.0008 | 0.0003 

6 0.0007 0.0045 | 0.0002 | 0.0003 

ot 0.0012 0.0132 | 0.0005 | 0.0005 

8 0.0006 0.0064 | 0.0001 | 0.0004 

1 0.0013 0.0054 | 0.0007 | 0.0003 

2 0.0014 0.0120 | 0.0007 | 0.0003 

3 0.0018 0.0164 | 0.0004 | 0.0003 

D 42} 0.0013 0.0108 | 0.0004 | 0.0003 
4b] 0.0038 | 0.0227 | 0.0007 | 0.0007 

5 0.0025 0.0068 | 0.0011 | 0.0004 

6 0.0018 0.0195 | 0.0005 | 0.0004 

1 0.0005 0.0071 | 0.0003 | 0.0005 

2 0.0015 0.0165 | 0.0008 | 0.0004 

E 3 0.0022 0.0184 | 0.0003 | 0.0004 
4 0.0017 0.0106 | 0.0004 | 0.0004 

5 0.0022 0.0195 | 0.0004 | 0.0004 

6 0.0018 0.0181 | 0.0004 | 0.0005 

1 0.0008 0.0096 | 0.0003 | 0.0006 

2 0.0016 0.0176 | 0.0005 | 0.0006 

F 3 0.0032 0.0238 | 0.0007 | 0.0003 
4 0.0022 0.0215 | 0.0010 | 0.0003 

5 0.0018 0.0214 | 0.0005 | 0.0003 

6 0.0017 0.0185 | 0.0004 | 0.0003 

i 0.0013 0.0178 | 0.0004 | 0.0003 

2 0.0023 0.0185 | 0.0004 | 0.0008 

G 3 0.0038 0.0238 | 0.0005 | 0.0003 
4 0.0029 0.0186 | 0.0005 | 0.0003 

5 0.0018 0.0199 | 0.0004 | 0.0003 
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を 定量 し た 。 この 分 折 潜 結果 は 第 1 
表 の 如く で ある 。 

A. Al (Ut 0.004196 で 結 品 全体 
を 通じ て 最も 上 少なく, M Fe0.0010 
6 は 結晶 全体 の 平均 値 以 下 で あぁ る 。 

B. Bil, 2, 3, 4 に は 何れ も 無色 
SAAC, 簡単 な ドー フィ ネ 双 上 品 が 発 
SULTS. Bl, 2, 3, 4 ORI 
Al, Fe 共に 増加 し て いる が , BS 
し い 差 は 認め られ な い 。 

C. A, B と 異な り , 包 裏 物 を 
含ま な い 透 明 な 部 分 と , dRMES 
む 半 透 明 部 分 と で 結果 に 違 で が 見 
られ る 。 第 1 図 C 及 び 第 2 図 C^ に 
み ら れ る 様 に , 雲 状 包 裏 物 が 下方 よ 
9 波状 に 笑 大 し て いる 0608620 は 
AVEC HSM, SD PICA 
PABBA & MERA DYBO TW So 
この 割合 は 3 (BEAR 6: FRBAA A), 
4 (HERG 6: APRA 4), 5 (透明 
9: FMA 1), 6 (透明 9 : 半 透明 
1), 7 (RR 1: FreAAO), 8 ( 
wea 8: FAB 2), これ ら の 中 比 
較 的 包 裏 物 の 多い 7 で は , Al は Fe 
共に 増加 する 。 これ を ABRRAR ED 
分 が 少々 入 つ て いる CS & 比較 す 
る と ょ 0.0054->0.01329¢ Al, 0.0006 
0.001296 Fe と 変化 し , C 中 で 
最高 を 示し て いる 。 

iC Clk —Ble TF VNR 
品 が 発達 し , 0.000496 Fe, 0.0030 
96 Al Al, Fe 共に A, BB に 上 比 し 


て 少な く , C2 と 略 々 同 量 で これ ら は C 中 で 最も 少 い 値 で ある 。 

D. D1, 4a, SisMn vA EAR, 2 で は 透明 , 半 透 明 の 比 が 半々 , その 他 の 部 
分 は 全く 半 遂 明 部 分 より な る 。 特に D 4b と 6 で は 包 裏 物 が 多い 。 ブラ ジル 双 上 品 の 良く 
発達 し て いる D1 は C1 ょ り 0.0004-+0.001396 Fe, 0.0030-+0.0054% Al と 多く な つ 
て いる 。 次 に 4a, 5 は や ゝ 多く 6 で は 0.001896 Fe, 0.019596 Al, 4b で は 0.00389%¢ 
Fe, 0.022796 Al と 増加 し て いる 。D の 中 心 部 より 稽 々 左 寄 り の 位置 即ち 前 記 C7 の 下部 
附近 に Al, Fe の 多い 部 分 が み ら れ る 。 Mg, Ca に は 閉 る し い 変 化 は な い が , いく ら か 他 
より も 多い 。 FFD O Fe, Al の 平均 値 は C に 比 し て 0,0008-+0.0011896 Fe, 0.0066— 


Mm - Hs Ro 9 


0.013496 Al と 増加 し て いる 。Mg, Ca の 量 は 殆 ん ど 差 が み ら れ な い 。 

E. 1 は 透 明 で あぁ る が , 2 は (BHAA: WHATS), 4 は (透明 5: 半 透 明 5 ), 3 は 全部 
FRAG, 5 及び 5 は 完全 に 半 透 明 で ある 。 前 記 D と 同様 に 1 に は ブラ ジル 双 品 が 頭 著 に 
発達 し , COMBiL2BU4AIHFEFRA CWS 0.00059 Fe は D よ ょ り 沙 な く , Al は 
0.0054 っ 0.007196 と 増加 し て いる が , E 中 で は 他 の 半 透 明 部 分 に 比 し て Fe, Al 共に 
最少 で ある 。 次 に ドー マツ ィ ネ 双 品 中 に ブラ ジル 双 唱 の 一 部 を の ぞ か せ て いる 4 は 2 程 で 
は な い が , LEY Al が 多い 。 他 の 部 分 で は 半 透 明度 に 関連 し て , 2, 6, 3, 5 Lit 
Fe, Al が 増加 し て いる 。 5 は 0.00229% Fe, 0.019596 Al CE 体 中 の 最高 を 示し て い 
る 。 こ の 部 分 る D LEMUK E の 六角 板 状 体 の 中 心 部 より 稽 々 左 方 に 位置 し て いる 。 
E の 平均 値 0.001796 Fe は D と 殆 ん ど 同 様 で ある が , 下方 即ち DOE に 向う に つれ て 
Al は 0.0134-+0.016696 と 増加 し て いる 。 0.000496 Mg, 0.00049 Ca は 殆 ん ど 増 減 な 
く , その 差 は 僅少 で あぁ る 。 

F. 1 ユ 1 は 本 体 中 唯一 の 般 明 な 部 分 で , 他 の 2, 3, 4, 6 は 何れ も 包 裏 物 を 含む 半 透 明 
部 分 より な つて いる 。 F ド は EE 程 で は な い が , ブラ ジル 双 卓 が 発達 し , 1 が 特に 顕 著 で , 
0.00089 Fe, 0.009696 Al と 前 記 モ 1 に 比 し て 高い が , F 体 中 で は 他 の 部 分 より も 閉 る 
し く 少 な い 。 こ ゝ で る も 半 透 明 部 分 は 2, 6, 5, 4, 3 と 潤 次 下 体 の 左 方 に 集 まる に 従 つ 
Ct, BS F1 の プラ ジル 双 品 体 ざ どり 遠 ざか る に つれ て , Al と 共に Fe が 増加 し , 3 に 至 
つて は 0.003296 Fe, 0.023896 Al と 最高 を 示し , HACE より 更に 左 方 の 位置 に Fe, 
Al の 多い 部 分 が 導 移 し て いる 。 Mg は 本 体 の 平均 値 よ りや ゝ 多い が , Ca と 共に その 差 
は 僅少 で ある 。 FAHD Fe の 平均 値 は E>F (0.0017 っ 0.0019%) と 殆 ん ど 増 減 が な 
い が , Al で は 0.0166 っ 0.01879%6 と や ゝ 増加 し て いる 。Mg; Ca は 殆 ん ど 同 じ で ある 。 

G. C>F 体 の 一 部 の 和 明 部 分 に 発達 し た ブラ ジル 双 品 は こ ゝ に 至 つ て 消 減 し , 58 
ど 全 部 が 包 裏 物 を 含む 半 透 明 体 より な り , ドー フィ ネ 双 上 晶 が 発達 し て いる 。 し か し 人 和仁 Fl 
の ブラ ジル 双 品 の 影 絡 を 残し , 0.00139 Fe, 0.017896 ALLE G 体 中 で 最も 少な い 値 を 
MLTWS こ > で も G2, 5, 4, 3 と 堪 方 に 進む な に つれ て Al は Fe & Hic oye 
し , G3 を 結 品 失 敵 部 の A と 比較 する と , 0.0010 っ 0.00389%%Fe, 0.0041 っ 0.02389¢ Al 
と 増加 し て いる 。 Mg 及び Ca は Fe, Al 程 の 差 を 示さ な い 。 GOD Al の 平均 値 は C 
っ E>G (0.0066>0.0166 っ 0.019796) と 増加 し , 一 方 Fe の 平均 値 は 体 A, B, C 間 に 
若干 の 変化 が な みち れる が , D, E, F, G 間 で は 近似 し て いる s 

6. ff a 

若木 産 水晶 の 失 端 部 より 基底 部 に つい て ブラ ジル 双 品 の 発達 状態 を 調べ , Fe, Al, 
Mg, Ca 等 の 微量 成分 を 定量 , 比較 検討 し た 。 

各 成 分 の 変化 は 第 4 図 に 示す 如く , FREEDOS (A) に 近 ず くに 従 つ て , Fe, Al 
の 量 は ほぼ 均等 に な り , 双 そ の 量 も 少な い が , 結晶 内 部 の 半 透 明 な 部 分 即ち も 雲 状 包 裏 物 
の 存在 する と ころ で は Al が 変化 し て いる 。 即ち 包 裏 物 が 少し く 混 入 し て くる C では, 
A, B より Fe, Al が や > 増し, ドー フィ ネ 双 上 晶 の 細か い 複 雑 な 部 分 で は Al 量 が こ 
倍 以 上 に も 増加 し て いる 。 更に D っ G と 下方 に 向 うに つれ て 少 次 その 量 を 増し , Al は 失 
端 部 の 約 5 倍 に も 達する 。 これ は ドー フィ ネ 双 品 の 複雑 呈 つ 細分 化す る こと と 関係 が あぁ 
る こと を 示す も の と 云え る 。 各 切断 体 中 で Fe, Al の 最も 多い 部 分 は E, D で は 中 心 


10 4H GK tn Gh RE 3 


第 4 図 
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Ye 2. ee PT Re er 
水 卓 切断 片 の Fe, Al 平均 値 (MELE REDS Y, SOMES OTH eset) 


ょ より 稽 々 左 方 に 位 し て いる が , F, G で は 最も 左側 に 集 ま つ て いる 。 何れ の 場合 に も 包 


裏 物 の 多い 部 分 を 遠ざかる に 従 つ て Fe, Al は 減少 し て いる 。 この 様 に Fe, Al の 多い 
部 分 と 包 裏 物 と の 間 に 徐 接 な 関係 が ある の は 興味 深い こと で あぁ る 。 
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Growth hillocks developed on pyramids of quartz crystal 
秋 月 瑞 彦 (Mizuhiko Akizuki) * 


1. # 


水上 晶 の 鈴 面 に 見 られ る 成長 丘 の 形 と その 進化 に つい て は 既に G. Kalb リ ) の 研究 が ある 。 
筆者 は 産地 を 異 に する 種々 の 水晶 に つい て , 鑑 面 上 に 発達 する 成長 丘 を AGP CAR 
し , 若干 の 考察 を 試み た の で ここ に この 結果 を 報告 する 。 本 研究 に 終始 御 女 穫 な 御 指導 を 
賜わり , 又 実 験 試料 の 一 部 を 与え られ た 大 森 落 一 教授 に 深謝 の 意 を 表す る 。 


Dil 


2 FR 試料 


実験 に 用 いた 水上 唱 は 岐阜 県 昔 木 産 ペ グマ タイ ト の 水晶 , AFRO LW EIEN TZ 
タイ ト の 水上 唱 , 茨城 県 高取 鉱山 産 気 成 鉄 床 の 水 品 , 岩手 県 和賀 仙人 久 山 産 熟 水性 鉄 床 の 水 
卓 及 び 和 和歌 山県 見 老 津 海 早 の 砂岩 中 の 石英 脈 の 水 品 で ある 。 この 中 苗木 産 の 黒 水 唱 を RK 
Ck, 他 は 何れ る も 無色 透明 で ある 。 CNS OKMOBM TRU z 面 を 反射 頭 微 鏡 下 に 観 
BL, その 上 に 発達 する 成長 丘 を 顕微 鏡 写 真 に 撮影 し た 。 


3 Kk Rk EO 


BABKE 左 水晶 の r 面 上 に は 第 1 図 A(x200) に 示し た 様 な 成長 丘 が 見 られ る 。 
右 水晶 の 場合 に は 同 図 B (x200) の 如く で ある 。 時 に は 同 図 C (x65), D (x65), 
E(x200) の 様 な 重 な つ た 成長 丘 の 発達 する こと も あぁ る 。 こ の 内 C 図 に 上 下方 向 の 平行 
線 で 現われ て いる の は 成長 層 で あぁ つて, これ と 同様 の 層 は 他 の 場合 に も 見 られ る 。 

z 面 上 に 現われ る 成長 丘 は 第 1 図 下 (x200) 及び 第 2 図 A (x200), B(x200) で あぁ 
る 。 こ の 中 下図 に 見 られ る 像 は 平行 に 発達 する も の , 次 の A 図 の 像 は 囚 層 上 に 重 な つ て 
発達 する る もの で あぁ あり, 特に A RU B MUM HOBA MORE WO CACO TW So 

水上 山 玉 鉱 山 産 左 水晶 の r 面 上 の 成長 丘 は 第 2 図 C(x65), z 面 上 の 成長 丘 は 同 D 
(x65) BRU E(x 65) の 如く で ある 。 叉 r+ 面 の 横 に 小さ く z 面 が 出 て いる 場合 の 像 を 同 
F (x40) に 示す 。 

以上 に 述べ た 成長 丘 の 種々 の 形 を 左 水 卓 と 右 水 卓 別 に 図示 する と , 第 4 図 の 如く に な 
る 。 こ の 図 で し は 左 水 品 を , 太 は 右 水 卓 を 示し , m, x, S, は それ ぞ れ この 面 の 現われ て 
いる も の を 示す 。 例え ば , 第 1 図 A の 成長 丘 は Lmx, Bit Rmxs, C tt Lxs, D は 
Rxs の 上 に Rms, さら に その 上 に 小さ な mxs が 重 な つ た も の で ある =。 ME tk Lxs 
DRBIBCH So 

CNEORERICHL CHK RRMOBEFZYARHS. この 関係 を 第 5 図 に 示す 。 


* 東北 大 学 理学 部 岩石 鉱物 鉄 床 学 教室 
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Bult 


r 面 上 の 成長 丘 の 種々 の 形 を 示す (上 は 左 水 唱 , 下 は 右 水 品 )。 


成長 丘 ( 左 ) ERE ( 右 ) の 関係 を 示す 。 
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例え ば , 高取 鉄山 産 の 鑑 面 に 見 られ る 成長 凹 は 第 3 図 A(x40) RU B(x300) の 如く 
で ある 。 次 に 和賀 仙人 多 山 産 水晶 の 像 を 見 る と , 第 3 図 C(x65) 及び D(x65) の 如く 
で , 成長 丘 の 策 の 部 分 が さら に 高く な つて いる 。 

見 老 津 産 水上 晶 で は 第 3 図 E(x65) 及び ドド (x65) の 様 な 上 部 が 丸 味 を 帯び た 成長 丘 が 


見 られ る 。 


4 成長 環 境 


上 述 の 種々 の 成長 丘 の 形 を 成長 環境 と 関係 づけ る と 次 の 様 に な る 。 

(i) ペグ マタ イト 産 水晶 に は +r, z OM mM, x 及び Ss 面 を 伴う 成長 丘 が 現われ る 。 

(ii) 気 成 鉱脈 産 水晶 に は 成長 凹 が 現われ る 。 

(iii) 熱 水 性 鉄 脈 産 水上 晶 の 成長 丘 は 簡単 な 形 で , 2 つの z 面 及び mm 面 よ り 成 る 成長 丘 
の 中 に これ ら 3 つの 面 の 間 の 稼が 現われ る 。 

(iv) 減 熱 水性 鉱脈 に 産 す る 水晶 の 成長 丘 の 端 は 丸 味 を 薄 び て いる 。 


5| Ax mR 


1) Kalb, G., Beitrage zur Kristallmorphologie des Quarzes, Zeit. Krist., 
86, 439~465, 1933 ; 990, 163~185, 1935. 
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Thermal transformation of penwithite 


ft xe 建 = ** (Kenzo Itd) 


Abstract : Thermal transformation of penwithite in air has been stu- 
died minutely in the temperature range up to 1200°C, using the differential 
thermal, thermogravimetric, chemical, and X-ray analyses. 

A correlation of thermal and chemical data with phase determinations 
shows that the chemical reactions caused thermally are dehydration, oxida- 
tion of a part of Mn?+ to Mn*+, and reduction of Mn4+ formed at the former 
stage to Mn?*, in order of increasing temperature, and penwithite trans- 
forms, in general, into braunite at the low-temperature oxidation stage and 
into rhodonite at the high-temperature reduction stage. 

The braunite formed at the low-temperature oxidation stage contains 
a greater amount of SiO, in its structure than naturally occuring braunite. 

At the high-temperature reduction stage, Fe3t, if it is present remar- 
kably, combines with manganese oxides and forms jacobsite, and then excess 
SiO, is released as silica minerals. 


1. 緒 言 
ペン ヴィ ス 久 は 天然 に 比較 的 広い 分 布 を 示し , BUOY AY GRR Db PEM ST SY OR 
に る も 拘ら ず , 本 鉄 物 が 非 品 質 の た めか , 鉄 物 学 的 な 検討 は これ 迄 あま りな され て いな いよ 
う で あぁ あり, また 教 的 性 質 に 就 て は 全く 知ら ちら れ て いな い 。 そ こ で , ABM T SHAN 
資料 を 提出 し , か つ 准 金 学 的 問題 の 基礎 容 料 と する 為 合 水 圭 酸 マ ン ガ ン 鉱 物 の 熱 的 研究 の 
一 環 と し て , 数 個 の ペン ヴィ ス 鉄 試料 に 就 て 卒 気 中 で の 加熱 変化 を 詳細 に 検討 し た の で そ 
の 概要 を 報告 する 。 2, 本 録 物 の 加 熟 変化 は 先 に 報告 し た 2) ペ メ ント 石 の 場合 と 類似 す 
る 点 が 多い 。 本 文中 で は 特に 指摘 し な い が 併 せ て 参照 され た い 。 
実験 に 用 いた 試料 の うち 野田 玉川 鉱山 産 - エ と , 日 野沢 鉱山 産 の も の は , 東北 大 学 南 
部 助教 授 よ り 恵 与 さ れん た も の で ある 。 明 記し て 深謝 の 意 を あぁ あらわ す 。 ft, 他 の 試料 は 筆 
者 の 研究 法 に 標本 と し て 保存 され て いた も の で ある 。 


2 実験 RA 


実験 に 供し た 試料 は , 岩手 県 九戸 郡 野 田村 野田 玉川 鉄山 産 -1, 同 -U, 岩手 県 九戸 郡 
山形 村 日 野沢 鉱山 産 , お よび 岐阜 県 美濃 加茂 市 ベッ コウ 鉱山 産 の 4 試料 で ある (以下 産地 
* 日 本 岩石 鉄 物 鉱 床 学会 昭和 34 年 度 総会 (1959・11・7) お よび 日 本 鉄 物 学会 昭和 35 
年 度 連 合 (1960・10・19) 講演 会 に て 発表 
* 管 士 製 鉄 株 式 会 社 釜石 仙 鉄 所 研究 所 
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CIES) 0 

FT heme eA ee ee 
褐色 で 真珠 光沢 を 有 し , ABROMOLRTLOC, 普通 に 云わ れ て いる この 鉄 物 の 外 
WO ik (-kISo 

実験 に あ た つ て は , CHEOMME 0.5~1mm に 粉砕 整 粒 し て 拡大 鏡 下 に 選別 し た も 
の を —180mesh (REL CHAL Ko 

この よう に し て 選別 し た 試料 の X 線 粉末 回 折 を 行 つ た と ころ , ベッ TV BABAR 
と 葵 マン ガン 鉄 の 回 折線 を みとめ た 外 は ; いずれ る も 何等 の 回 折線 を あぁ たえず, また 鏡 下 に 
も 殆 ん ど 他 鉱物 の 存在 を みとめ な か つた 。 また Ay IVR CHP cera 
屈折 を 示す 繊維 状 の 集合 体 で ある が , 他 は いずれ る も 殆 ん ど 等 方 均質 で あぁ つた 。 


3. 46 4 if fi 


これ ら の 試料 の 化学 分 析 値 を 第 1 表 に 示す 。 こ ゝ で , MnO, Mn。0。, MnO, は 夫々 2 
価 , 3 価 , 4 価 を 意味 し , 有効 酸素 の 定量 法 33 と Fyfe) の アセ チル アセ トン 法 に 準じ 
た Mn ORF (lip) を 併用 し て 求め た 。 RC, SiO, & f+ SiO, は 夫々 化合 状態 の 
SiO。 と 遊離 の SiO。 と を 示す (APT, 文献 6)。 

いずれ の 盗 料 も MnO, SiO, HEU HO を 主体 と する の は 当然 で ある が , その 他 次 
の よう な 点 が 各 試 料 に 共通 に 認め られ る 。 すなわち , Mn は 主 に 2 価 と し て 存在 し , こ 
れ に 少量 の 4 価 を と も な う が , 3 価 は 全く 含ま れ な い 。 これ に 対し て Fe は すべ て 3 価 と 
し て 存在 し , 2 価 は 認め られ な い (DT, 文献 7 )。 また いずれ の 試料 と も Al2O。 や 
Ca に MgO は これ や ら に で 民 し で ゃ ドド 多 茹 に 合 ま れる 6 

各 試 料 間 の 成分 差 で 最も 重要 な 意味 を も つの は , 野田 玉川 -IT 試料 中 の FeO; CH 
Bo 本 試料 は 他 試 料 に 比 し て MnO が 低く 逆 に 多量 の Fe。O0。 を 含む が この Fe。O。 が 後 
iOS S DIEGO SAAD DAM EIKO REE LIET © 

fd, AKO (EARL D-D KD BHC CMT AX AVBWAM, こ ゝ で は 省略 し た 。 


BLK AV T4 RRO (wt 9%) 


pe 野田 玉川 -1 野田 玉川 - I 日 BOR Sy St Y/ 
MnO 37.86 27.44 35.85 34.67 
Mn,O, tr tr tr tr 
MnO, 2.97 2.97 3.97 tr 
c.SiO, 36.43 37.67 34.84 36.80 
{S105 tr 0.03 tr 7.08 
Al,O3 0.18 0.35 0.32 0.04 
Fe,O, 0.95 7.60 0.62 0.54 
FeO tr tr tr tr 
MgO 1.41 eds 2.29 3.62 
CaO 0.42 0.59 0.53 0.35 
CO; 0.41 1.24 0.48 2.48 
H,O(+) 7.96 6.42 9.36 7.44 
H,O(-—) 11.30 12.88 10.92 6.29 
Total 99.89 99.27 99.18 99.93 
a 
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4. 示 差 熱 曲線 


約 18 の 試料 を 用 い 毎 分 10°C の 温度 上 昇 率 で 行 つ た 未 差 熱 分 析 の 結果 を 第 1 図 に 示す 。 

試料 に よ つ て 多少 の 差異 は みち られ る が , いずれ の 試料 も 150°C 附近 と 1,100°C 附近 の 
2 つの 吸熱 ピー ク と 500~1,000°C に わた る 台地 状 の 発熱 ピー ク に よっ つて 特徴 づけ られ 
る 。 ま た 吸着 水 と 結合 水 の 区 別 が 困難 で あぁ る 。 

これ ら の 諸 熱 反応 は 後記 する 諸 実 験 か ら 次 の よう に 義 えら れる 。 Hild, 

(1) 150°C 附近 の 吸熱 ピー ク は 水分 の 脱出 に よる 。 

(2) 500~1,000°C に わた る 発熱 ピー ク は Mn?+ の Mn4*+ へ の 酸化 に よる 。 

(3) 1,100°C 附近 の 吸熱 ピー ク は Mn4+ の Mn®+ へ の 選 元 に よる 。 

(4) 700°C 位 ま で の 温度 範囲 は , 脱水 に よる 吸熱 と Mn の 酸化 に よる 発熱 の 2 つの 

効果 が 影響 し 合 つ て いる 。 この た め (1) の 脱水 ピー ク と (2) の 酸化 ピー ク と の 中 間 

に 見 掛 上 変化 の 少 い 部 分 が 生ずる 。 

ペッ コツ 試料 の 曲線 で , 550°C 附近 の 発熱 ピー ク の 立上り が A Pv B®) の それ に 
や * ゝ 類似 する 。 CNSR CAL 72 KF CARA ASD > HEERIEL CUZ RL 考え られ る 。 

な お , これ ら の 曲線 の 様子 か ら , この 種 含 水球 酸 マ ン ガ ン 鉱物 の 示 差 熱 分 析 に あぁ た つ 
て は , 少く と も 1,100°C, 出来 れ ぼ ば それ 以上 の 温度 まで 実験 を 行う 必要 が みとめ られ る 。 


5. 加熱 減量 曲線 
野田 玉川 -L 同 -II1, お よび ベッ コウ の 3 AAO MAES RE BARRIO RY 
第 1 図 A174 ARORAAD TER 
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1: BBE -1, 2: FRE -IL, 3: ABR, 4: ベツ コウ 
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し 図 に は 100°C LL FOMDSHRNOBA CHB Lo 

試料 に よ つ て 多少 の 差異 は ある が , いずれ る も 200°C 附近 まで 急速 に , 以後 や * ゆ る や 
か に 500~600°C まで 減少 を 示し , その 後 900~1,000C まで は ほとん ど 談 化 を みせ ず 
1,000°C 以後 再び 急激 な 減量 を 示す , これ ら の 変化 は , 前 記 示 差 熱 曲線 と よく 対応 する < 
Ald, 低温 お よび 高温 で の 急激 な 減量 は , 150°C 附近 と 1,100°C 附近 の 2 つの 吸熱 ビー 
ク に , 600~900°C の 座 化 の 少 い 部 分 は 台地 状 の 発熱 ピー ク に 夫々 対応 する 。 EAB 
Hee LTR, 吸着 水 と 結合 水 の 区 別 が 困難 で あぁ つた 。 

各 試 料 の 1,200°C で の 減量 が 化学 分 析 値 に な られ る 揮発 性 成分 量 に ほ ゞ 一 致す る こと 
と , 後記 する 加熱 試料 の 有効 酸素 量 の 族 化 と に 照ら し て , 700°C まで の 減量 部 は 主 と し 
て 水分 の 脱出 に よる 減量 と , Mn?+ の Mn4+ へ の 酸化 (酸素 の 附 加 ) に ょ る 増量 と の 重 
な つた 結果 で あり, また 1,000°C 以後 の 減量 は Mn4† の Mn** へ の 選 元 (酸素 の 脱出 ) 
に よる も の で ある こと が 明らか と な る 。 そ の 関係 を 第 3 図 に 模式 的 に 示す 。 

この よう な 関係 は 質量 の 増減 の か わり に 熱 の 出入 を 考慮 する こと に ょ つて 未 差 熱 曲線 
に つい て る も 全く 同様 に 得 ら れる 。 こ の こと か ら , 本 鉄 物 は 700°C 位 ま で に ほ さ ゞ 脱水 し 終 
る こと が 知ら れる 。 


6 加熱 に よる 鉱物 相 の 変化 


AZAR 加熱 減量 曲線 の 上 に あら われ る 講 変 化 を 確か め , か つ そ れ に と も な う 鉄 
物 相 の 変化 を 調べ る た め , 本 久 物 の 代表 的 組成 を 示す と 考え られ る 野田 玉川 -1 試料 と 
これ に 対し MnO が 低く Fez20。 の 高い 野田 玉川 -11 試料 を 中 心 と し て , 各 試 料 を 下記 


第 2 図 NAV TA AKO MAWES HR 第 3 図 加熱 減量 曲線 の 模式 図 
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の 温度 に 9 時 間 保 持 し た 後 容 気 中 に 急冷 し た も の に つい て , 色 , 有効 酸素 量 お よび X 線 
粉末 回 折線 を 検討 し た 。 な お , 試料 容器 は 白金 ルツ ボ , 加熱 炉 は 容 気 流通 の よい 監 型 白 
SERRA TO Ere, 加熱 試料 の 和 急冷 に は 小型 送風 器 を 利用 し た 。 

加熱 温度 ; 野田 玉川 -1; 200, 400, 600, 800, 900, 1000, 1100, 1200°C 

野田 玉川 -II ; 600, 800, 900, 1000, 1100, 1200°C 
日 野沢 , ベッ コウ ; 900, 1200°C 

a BORE 加熱 に よる 粉末 試料 の 色 の 秦 化 を 第 2 表 に 示す 。 

いずれ の 試料 も 900~1000°C まで は 暗色 化し 1100°C 以上 で 脱色 する 。 ま た 野田 玉川 
-1I 試料 は 他 の も の に 比 し て や ゝ 異 つ た 色 の 変化 を みせ る 。 これ ら の 色 の 談 化 は 後記 す 
る 有効 酸素 量 や 鉱物 組成 の 変化 に よく 対応 する 。 な お , 野田 玉川 -II 試料 の 1,000°C 以 
上 の 加 熟 試料 に は , 磁石 に 吸引 され る 部 分 が 含ま れる 。 

b. 有効 酸素 量 の 変化 加熱 試料 の 有効 酸素 分 析 値 を 第 3 表 に , また , この うち 野田 
玉川 -1, 同 -1I 試料 の 変化 を 第 4 図 に 夫々 示す 。 

た ゞ し 日 野沢 試料 は 加熱 試料 が 少量 で 分 析 を 行う こと が 出来 な か つた 。 な お , 第 4 図 の 
右 の 縦 軸 は 有効 酸素 量 を MnO。 量 で 示し た も の で ある 。 

これ ら の 加熱 試料 に つい て Mn の 原子 価 を 調べ た と ころ , すべ て の 試料 に 3 価 を 認め 
る こと が 出来 ず , これ ら の 有効 酸素 が すべ て 4 価 の Mn に 由来 する こと が わか つた 。 

いずれ の 試料 も 800~900°C まで は 加熱 前 に 比 し て , いち じ る し く 有 効 酸素 量 を 増し , 
それ 以上 の 温度 で 再び 減少 する 。 すなわち , AGRO Mn*+ は 加熱 た に た よ つ て 一 部 が 
Mnt* に 酸化 し , 或 温 度 以 上 で 再び Mn?+ (Recah, 低温 で の 酸化 期 と 高温 で の 選 元 
期 が 認め ちら れる 。 この 変化 に と も な う 許 の 出入 や 重量 の 増減 が 示 差 熱 曲 線 や 加熱 減量 曲線 
CRIES CsA L eI CHS 

SC, 第 4 図 に 示し た 野田 玉川 -1, 同 -Il MABO Be LERt SiKROLIRH 
異 が 認め ちら れる 。 Hs, 

(1) 低温 酸化 期 に は 野田 玉川 -I 試料 の 方 が 酸素 量 が 高い 。 

(2) onesie, 野田 玉川 -II 試料 の 方 が 高い 。 

(3) 低温 酸化 期 か ら 高 温 居 元 期 へ の 移行 温度 に 多少 の 差 が あり , 野田 玉川 -1 試料 の 
方 が 低温 で 居 元 期 に 入る 。 

これ ら の 差異 は 当然 の こと な が ら 原 試料 の 化学 組成 (MnO と Fe205) に よる も の で , 
後記 する 録 物 想 の 導 化 に も よく 反映 され , この 種 殖 酸 マン ガン 伝 物 の 熱 変化 は 共存 する 


第 2 表 加熱 に よる 色 の 変化 


温度 °C 野田 玉川 - I 野田 玉川 - 1 日 野 沢 ee 
An 2k 前 黒 福 色 te 色 BR ta 色 
200 A es 色 — — ーー 
400 V4 — as 
000 暗黒 褐色 PRA = te 
900 黒 福 色 ” 黒 福 色 黒 福 色 
1,000 灰 福 色 4 = 2 
1,100 淡 灰 福 色 鉄 黒色 rs — 
1,200 ” tats 淡 灰 褐色 DEK aes, 


22 eo DBR AS ab 


Fea0g に より 大 き な 影 響 を 受け る こと 第 3 表 加熱 試料 の 有効 酸素 分 析 値 
が 知ら れる 2 aon 
な お , SBE) -I 試料 に つい て , 


加熱 試料 の Fe の 原子 価 を し Rr 温度 °C Br FA EIII- i aH E)II- I re ays 
と ころ , いずれ の 試料 に も 2 価 は ほ と Jn Bi oe 0.42 tr 
ん ど 見 出せ ず , すべ て 3 価 と し て 存在 400 | 3.96 Bet) Fe 
Sencar: 600 Sh Tiley 03 —— 
bh Sper gE : 800 3.93 2.47 = 
c. 鉱物 相 の 変化 加熱 試料 の 線 900 1.84 2.78 2.08 
BAGG Do GKMARMEBs = — TG} Oe see ere 
FCAT o 1,200 ie 0.30 tr 
野田 至 川 -I 試料 は 600°C で 2.7A 
附近 に 回 折線 が 現れ 始め , 800~900°C 第 4 図 加熱 に よる 有効 酸素 量 の 変化 


で は これ が 明確 と な り 他 の 回 折線 と も 
BRETT IVY ENA—EXGF Zo HAD 5 
MC TAFVVSE CT ACEO BHR 


は よく 似 て お り 判別 に 注意 を 要する 4 

が , 2.15A の 回 折線 の 存在 に より プ 3 \ 

ラウ ン 讐 を 確認 出来 る 。 1,000°C で は ® = 
2 10 


PTV 2S THB D LST ARDS BADR CEA 
始め , 1,100°C, 1,200°C で は ブラ ウ 1 
ン 鉄 の 回 折線 は 全く 消滅 し て バラ 交 石 

に な = 致 ずる よう に な る | 谷 温 度 を 0 3500 400 600 800 Too) 200 \ 
通じ て ブラ ウン 鉄 と バラ 畑 右 以外 の 回 nee? 
折線 は 現れ な い 。 @ : 882) -Il O: 野田 玉川 -II 
She L, FeO; ic Beas 
Jif -IL 試料 は 600°C で 回 折線 が 現れ 始め , 800~900°C C7 AVY Ki2—Betg ADIx 
野田 玉川 -l 試料 と 全く 同じ で あぁ る が ;」 1,000°C LECINLEBZBHERL TL Zo 
1,000°C で は 試料 中 に 磁性 部 が 含ま れ , STM LHicv IT ARLE GE (7?) が 現れ る 。 
但し , 新た に 現れ る これ ら 回 折線 の ブラ ウン 鉄 に 対す る 相対 的 な 強度 は 野田 玉川 -1 試料 
の 同 温度 で の バラ 交 石 の それ に 上 比 し か な り 副 い 。 1,100°C で は ブラ ウン 鉄 は 全く 消滅 し 
VAT AB, TH, TVA RSVAERY, 1200°C で は クリ スト バベル 石 に 代り 鱗 斑 
石 が 現れ る 他 は 1,100°C と 全く 同様 で ある 。 

以上 の 鉱物 相 の 変化 と 前 記し た 有効 酸素 量 の 変化 を 上 比較 し て , 本 鉱物 は 加熱 に よっ つて 
一 般 に , 低温 酸化 期 に は ブラ ウン 銘 に , 高温 選 元 期 た に は バラ 交 石 に 変化 する と 云 える 。 
野田 玉川 -1, fa] -II 両 試料 と も 800~900°C CT FV VERO MITROREGZAZ 
こと は 前 記 の 通り で ある が , これ ら の 試料 を 鏡 下 に 検討 し て も BMA PADS 
れ な か つた 。 こ の こと は , CNS ORAAE HP CLERORRE, 例え ば 石英 や シリ カ 
ガラ ス 等 は 含ま れ な いか , 信 ま れ て も 少量 で 原 試料 の 化学 分 析 値 と 照 し て , Avs 2B 


* 個々 の デー ター は 紙 数 の 都合 で 省略 し た 。 実験 条件 : ガイ ガー フレ ックス ,『Fe-K。, 
40kVp, 8mA, 8-1-4, 1°-1°-0.4mm, 2°/min 
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第 4$ 表 加熱 に よる 鉱物 相 の 変化 (X 線 分 析 ) 
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の 加 熱 に より 生成 され る ブラ ウン 録 に は 天然 産 の 同 鉱 物 に 比 し て 著 る し く 多 量 の SiO。 が 
BENS. L¢Ato COLE, AFL eM CHEOMBABH Hie MnFt PAC BW 
DENMIE>HMET, この よう に し て 生成 され る ブラ ウン 鉄 の 組成 が Muan9) % 記 し 
Mn (Mn, SO で お ある こと る を 示す る も の で ある う c ZHILERKRET 

77 79KHD Mn は Mn? LCL YUBA Mn?+ } Mn な 1 し て 存在 0 ご の 人 鉄 物 
に 対す る 化学 式 は 3Mn。O。・MnSiO。 の 代り に , 3MnMnO。・MnSiO。 と 書か れる べき こ 
と を 暗示 し た Krishnan 等 1 の 推論 と も よく 一 致す る 。 谷 , 天然 産 の 2.3 の ブラ ウン 
鉄 に 就 て Mn の 原子 価 を 調べ た と ころ 3 価 を 含む も の と , 含ま ぬ も の と が 認め られ , = 
の 問題 は 更に 多数 の 試料 に つい て の 詳細 な 検討 を 必要 と する と 考え られ る 。 

次 に 原 試料 の 化学 組成 に よる 差異 を 検討 する に , 前 述 の 如く , 共存 する Fe。0。 が 最も 
大 き な 影 絡 を 及ぼ ぽ す 。 多量 の Fe2。O。 を 含む 試料 で は 低温 酸化 期 か ら 高 温 層 元 期 へ の 移行 
温度 が Fe。0。 に 逐 し い 試 料 に と 比 し て や > 高々 な る こと は 前 記 の 通り だ が , ご され は 1,000°C 
CHET B75 THEE ED FesO。 に 逐 し い 試 料 の 同 条 件 下 に 比 し て 低く な る こと に 反映 さ 
NSZo 換言 すれ ば Fes0。 は ブラ ツン 録 を や き 突 定 化 し ヶ 分 解 を 居 ら せる と 芸 え よう 。 

LDOBRST IT VERAD Fe** OANA, Bad? Mn?+ (Mn*+, Sitt)O, Hex 
HCD 2Fe8t2Mn*++ (Mn*+, Sit) OBME LTE MBCA LI. ERRMATH 
で は FezO0。 は バラ 交 石 の 構造 中 に 入り 得 ず , 酸化 マン ガン の 一 部 を 伴 つ て ャ コブ プス 鉄 を 
生成 し , この た め SiO, の 一 部 が 過 剰 と な つて クリ スト バル 右 や 鱗 班 石 と し て 遊離 する 。 
この 場合 生成 する ャ コブ ス 鉄 に は , 前 記 有 有効 酸素 の 分 析 値 に て らし て Mn?+ 以外 に Mn4+ 
が 含ま れる こと が 知ら れる 。 これ まで に 記し な た 講 実 験 の 結果 を 線 合 じ て 第 '5 図 に 示す き た 
ゞ し 図 の 下 半 は Muan! が 純 な 酸化 マン ガン と シリ カ か ら 出 発し て 求め た 容 気 中 で の 
相 平 衡 関 係 か ら , 各 相 の 安定 域 を 温度 に 対し て 目盛 つた も の で ある 。 
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第 5 図 マン ヴイ ィ イス 鉄 の 加熱 変化 
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今回 の 実験 の 結果 で は , いずれ の 試料 の 場合 も Muan の 結果 に 比 し て , TRAD H 
現 温度 が や ゝ 低い 。 こ れ は お そら く MgO や ゃ CaO の 存在 に よる も の と 考え られ る 。 

酸化 マン ガン ーー シリカ 系 の 相 変 化 に お よ ぼ ば す MgO ゃ CaO の 影 絡 に つい て は , 他 の 実 
験 結果 と と も に 別 の 機会 に 論ずる 。 


7. 総 括 


ペン ヴィ ス 鉄 の 容 気 中 で の 加熱 変化 を 詳細 に 検討 し て 次 の 結果 を 得 た 。 

(1) ペン ヴィ ス 鉄 の 加熱 に た に よ つ て ひき お こさ れる 化学 変化 は , a) 脱水 (減量 , MBA), 
b) 一 部 の Mn?+ の Mn4 和 f+ へ の 酸化 (増量 , BR), お よび c) Mn4+ の Mn23+ ~ORw 
Te (減量 , MB) で ある 。 

(2) これ ら の 化学 変化 に と も な い , a) 低温 酸化 期 を 代表 し て ブラ ウン 鉄 が , b) 高温 
Te IU & RL C75 PHRASE DNSZo 

(3) この よう に し て 生ずる ブラ ウン 鉄 は , 天然 産 の も の に 比べ て 多量 の SiO, +S 
to また , これ ら の 変化 を 通じ て Mn3† は あら われ な い 。 これ は ブラ ウン 鉄 の 組成 が 
Mn?+ (Mn+, Sitt)O, CHAZLLERMLTWBo 

(4) これ ら の 変化 に 対し て Fe+ の 存在 が 大 き な MBE お よ ぼ す 。 すなわち , a) 
Fe*+ は 低温 酸化 期 に は 2Fet+ 7 Mn2++4 (Mn4+, Sitt) の 置換 に よ つ て ブラ ウン 鉱 の 構 
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造 中 に た 入 つ て これ を 安定 化し , 低温 酸化 期 か ら 高 温 還 元 期 へ の 移行 温度 を 高め る 。 b) Fe 
+ は バラ 交 石 の 構造 中 に は 入り 得 ず , 高温 本 元 期 に は Mn?+ の 一 部 と Mn4+ を 伴っ つて 
ャ コブ ス 鉄 と し て 分 離し , COP DME ROP: SiO。 を 理 酸 鉄 物 と し て 遊離 せしめ る 。 
な お 7 これら ぢ の 変化 を 通じ Fel は 常に だ Fe3h &L CHL Fett WAU AVS 

(5) Muan の 結果 に 比べ , SORE RSs 低温 か ら あ ら わ れる 。 これ は MgO & 
CaO の 存在 に よる も の で あろ 3。 

本 研究 に あたり , 終始 御 指導 , AMER tO 7 ALA ETA Eo, eK 
鑑 錬 研究 所 南部 松 夫 助 教授 に 心から 感謝 の 意 を 表わす 。 まな た 足 重 な 試料 を 恵 与 され た 南 
部 松 夫 助 教 授 に 重ね て 御礼 を 申し 上 げ る 。 な お , 本 研究 の 公表 を 許可 され た 富士 製鉄 人 
右 製 鉄 所 長 綾 部 先 氏 , 同 研究 所 長大 貫 富 蔵 氏 な ら び に 化学 分 析 の 労 を と られ な た 同 研 究 所 
渡辺 四郎 氏 に 厚く 御礼 四 し 上 げ る 。 
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岡山 県 の 三 郡 変 成 洪 中 の パン ペリ ー 石 


Pumpellyite in Sangun metamorphic rocks of 
Okayama Prefecture 


Bal 陽太 郎 (Yotaro Seki) + 
光 野 千 春 (Chiharu Mitsuno) ** 
Abstract : Pumpellyites were found in some weakly metamorphosed 
mafic pyroclastic rocks of the Sangun metamorphic terrain in Okayama 


Prefecture. These pumpellyites are stably associated with chlorite, sericite, 
actinolite, calcitc, sodic plagioclase and leucoxene. 


1. パン ペリ ー 石 の 産 状 


岡山 県 下 に 分 布 す る 三 郡 変 成 岩 の 層 序 ・ 構 造 及び それ に 伴う 鉄 床 に つい て は , すでに 洗 
BES < DUK RSL. 
Bait, 1960 年 2 月 , 機会 が あぁ つて 岡山 県 北西 部 の 足立 附近 の 三 郡 変成 岸 を 観察 し た 。 

KR, 関 は 最近 光 野 より 送ら れ た 岡山 県 下 各地 の 三 郡 変 成 岩 の サ ンプ ル 十 個 余 を 調べ た 。 
その 結果 足立 より 採集 し た 緑色 変成 岩 お よび 光 野 の サン プル の いく つか の 中 に , パン ペペ 


第 1 図 三 郡 変 成 帯 で 発見 され た パン ペリ ー 石 の 産地 (x Ff) 
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リー 石 の 存在 する こと が わか つた 。 第 1 図 に その 産地 を 示す 。 

パン ペリ ー 石 の 入 つ て いる 岩石 は , いずれ も 副 い 片 理 を も つ , 草 緑 色 の , KRARZOU 
岩 お よび 江 灰 岩 の 組織 を か な り よ く 残 し た 人 準 上 片岩 で あぁ る 。 線 構造 は , 地域 に よ つ て は 明 上 
で ある が , KKOGROBES CHS. 構成 鉄 物 は 次 の 通り で あぁ る 。 

足立 産 : 緑 泥 石 , ER, NYA, AK, SRA (少量 の 方 解 石 と クサ ビ 石 ) 
PHAR: RANA, 方 解 石 , 緑 泥 石 , 草 長 石 , パン ペリ ー 石 

SERRE: REA, 方 解 石 , BRA, 絹 雲 母 , パン ペリ ー 石 

方 谷 駅 北東 : TRNA, MIE, 絹 雲 母 , 曹長 石 ) パン ペリ ー 石 , MAAOR A (al 
辺 部 は 緑 泥 石 , AMAIA sn TWH) 

TiOR: fal 上 


2. パン ペリ ー 石 の 鉱物 学 的 性 質 


本 鉄 物 は 肉眼 で は 識別 で き な い 。 薄 片 で は , 無色 一 淡 線 色 ~ 淡 青 緑 色 の 多 色 性 を 示し , 
繊維 状 ま た は 対 状 の 集合 を な す 。 測定 し た 光学 的 性 質 は 次 の 通り で ある 。 

足立 産 6=1.680, (+) 2V=42°; OM 8 一 1.676, (+) 2V=18~23° 
足立 お よび 滝 の 奥 より の サン プル か ら 各 々 約 0.3 グラ ム 分 離し た (SHORES 
む ) も の に つい て , X 線 粉末 デー タ を と つた 所 , Coombs, D.C.3 や ゃ 関 が か つて 報告 
し た パン ペリ ー 石 の それ と よく 一 致す る 。 20=19°, 30.8°, 59° の 明白 な どー ク は , ペン 
A“) -BtBAWAS LURERD 5 REIT SZOILBMCH So 


3. 考 察 


上 に の べた 僅か の サン プル の 和 観察 か ら は 充分 な 討論 は で き な い 。 し か し , ここ で 報告 し 
た 事実 は , BBY が か つて 同じ 三 郡 変 成 帯 に 属す る と 考え られ る 河 山 鉄山 附近 の 緑色 岩 
の 中 に 藍 因 石 が 存在 する こと を 明らか に し た こと と 共に , 三 郡 変 成 帯 の 構成 鉄 物 上 の 特徴, 
また は 三 郡 変 成 作 用 その も の の 特徴 の 一 部 を 示す も の か も し れ な い 。 また, MURS PO 
と する 三 郡 秦 成 帯 の 広範 暑 に わた る 理 に くわ し い 岩 石 学 的 ・ 久 物 学 的 吟味 を お こない , 28 
ン ペ リー 石 を 含む 変成 鉄 物 ま た は 組合 せ の 変化 を 系 統 的 に 道 跡 する こと に より , 広域 変成 
作用 の , きわ め て 低 変成 度 の いわ ゆる 緑色 片岩 相 ま た は それ 以下 の 部 分 の 研究 に 頁 献 する 
所 が 大 きい と 信 ぜ られ る 。 

1960 年 4 月 , 関 は 京都 府 梅 迫 北方 の 路傍 に 十 出 する 時 代 未 詳 の 古 生 層 (舞鶴 層 群 の 一 
部 ) の や や 片 状 の 交 緑 弟 灰 岩 の サ ンプ ル を 採集 , これ を 検 鏡 し た 所 , その 中 に , パン ペリ 
BREA, 方 解 石 , 曹長 石 と 相 伴 つて 存在 する こと を 確認 し た 。 こ の エク スカ ー シ ョ 
YC, 指導 し て 下さ つた 中 沢 圭 二 , 猪木 幸男 氏 に ふか く 感 謝 す る 。 
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メキ シコ Guerrero 州 Huitzuco 産 リ ピン グ ス トン 石 と 
Las Pailas 産 黒 辰 砂 に つい て (予報 ) 


Livingstonite from Huitzuco and metacinnabar from 
Las Pailas, in Guerrero, Mexico 


ge Fe 和夫 (Kazuo Adachi)* 
et 谷 4§ (Yu Hariya)** 


Eo (SAS 8S 


筆者 の 1 人 安達 は , 1960 年 メキ シコ , Guerrero 州 の 水銀 鉄 床 を 調査 する 機会 を えて 
数 種 の 水銀 鉱物 を 擦 集 する こと が で きた 。 筆者 の 1 人 針谷 に よ つ て , CNEORMO 2, 
3 の 性 質 に つい て 検討 を すめ て きた 。 こ ゝ で は , Huitzuco 産 の り リビン グスト ン 石 と 
Las Pailas 産 黒 辰 夏 に つい て 概要 を の べ る 。 


2. メキ シコ の 水銀 鉱物 


メキ シコ に お ける 水銀 鉄 床 に は , 現在 し られ て いる 19 BHOKBRWOI 5, Re, 
Boks, Bie, VEVTS AYA, FV FNVAYNA, FIINA, FATVA, F 
—VY77AR, €Y hud be, HR Z7VALYA, B—eyeee 12S 
れ て いる 。 主要 水銀 鉱物 の 1 つ で ある リビン グスト ン 石 は , Guerrero fi Huitzuco, 
Huahuaxtla HEU, San Luis Potosi 州 の Guadalcazar お よび Neuzealend な ど 
DBBRICPET SAM, と くに Huitzuco 讐 床 群 で は 類例 の な い 程 多量 に 産出 し , ERE 
Ay & 12 OG Dio 

また 黒 辰 砂 は , Huitzuco, Huahuaxtla OHM RECAP XNS. CHS Mg, 
古く か ら 多 く の 研 究 者 に よ つ て 種々 論議 され て いた が , GANA S 7 YH OI LER 
WA), 2% Y APES MOXY, Santillan, Manuel, Vaupell, C.W. BE 


U Rafael, Perez Siliced, D. Gallagher 等 に よ つ て 記載 ・ 報 告 さ れ て いる に すぎ な 
い 3),4),5) 


3. Huitzuco 産 リ ジング ストン 石 


メキ シコ の 西南 , Guerrero 州 北部 の Huitzuco 地方 に は , きわ め て 多数 の 水銀 付 床 
MEL, メキ シコ の 重要 な 水銀 産地 と し て し られ て いる 。Huitzuco SRM, Iguala 
市 の 東方 約 28km の 丘陵 地帯 に ある (第 1 図 )。 鉄 山 附近 の 地質 は , 白 杏 紀 の 石 灰 岩 を 

* PA GK RA 

He AEH SAE a EA Oh eB 


Ig SS ee Sg 29 


Et, (EMBERS OVE IRRIC BAL 
TWH (G2M)o 
BRSELAAKACBET ZB 
性 破砕 帯 内 に , Dov SIR + BRS Pett 
不 規則 な 形態 を な し て 農 存 する 水銀 一 
TYFE=-RKACHSZ ERRAI, 
アァ ンチ モニ ー の 硫化 物 を ふく む , VE 
ング スト ン 石 中 且 gSb4S,) お よび 粉 状 
Diet (AgS) より な る 。 グ ワ ダル カ 
ES A FAIzYG 
(HgSe), +7 774 (Hg(SSe)) B 
LUN -— 4 YBEORRAMRE OT 
産出 し た と 云う も 現在 は 訟 め ら れ な 
Wo ETHER, RR, 自然 硫黄 , 
Be, 方 解 石 , BBO, 場所 に よ 
DUSBA 7H EERIE T So 
YVEYTA) YARRA TH 
10cm の 柱状 結晶 で 放射 状 の 集合 や , 


第 1 図 t&@ 2 図 


IGUALA® @ Uirzuco 
GUERRERO 
< LAS PAILAS 


ACAPULCO 


AHRLO PRE R72 CHT S (第 3 図 A)。 不透明, BIKAR LC, 容易 に 傷 が つき , 
ITA IsARRE BUD BEBAIX {001} に 完全 で ある 。 
X 線 粉末 回 折線 は 第 1 表 に し めす と お り で , Gorman) の 記載 し た も の と ょ よく 一 致す 


る 。 こ の ほか 辰 砂 の 回 折線 が み ら れ る 。 


リビン グスト ン 石 と 共生 する 黒色 で が さ が さ の 仮 物 は , 従来 現場 に て 黒い 辰 砂 と 呼称 さ 
れ て いた が , 鉄 物 学 的 に 検討 を 要する も の で ある 。 


4. Las Pailas 産 黒 辰 砂 


Guerrero 州 中 部 の Almaloya 地方 に あり , Iguala 市 の 西方 約 100km の と ころ に 


ぁ る (第 1 図 )。 


SRILA ERO RGAE L, WAP ICSE L Pe ILE ee rc ERS LUGE 
PES 50 RHEL L CRM CH SA, 時 に 自然 水銀 , BRM, VEVTARYHeE 
S250 RRR, ARROGUCMMILONICGAAICHEML, RM, VEYTAYHE 


密接 な 共生 関係 を し めす 。 


黒 辰 砂 は 金属 光沢 を し めし , Flees 


RAC, 条 痕 色 は 黒色 で ある 。 一 般 に 非常 に や わら 


か い 。 辰 砂 と 複雑 に 共生 し て いる こと が お ゝ ^ い (第 3 図 B)。 
XX 線 粉末 回 折線 は 第 2 青 に し めす と お り で , 矢島 に よ つ て 記載 され た Gading Mine, 


Sarawak) の も の と よく 一 致す る 。 


本 鉄 瑞 に つい て は 従来 黒 辰 砂 産 出 の 記載 が な い の で , 新 産 出 で あ る 。 


5. & 


Cee cit. me 


メキ シコ に 産出 する 水銀 鉄 物 , リビン グスト ン 石 と , 新しい 産出 と し て , Las Pailas 


HO 


岩石 鉱物 鉱床 学会 
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第 1 表 VEY TR by BOX BMA 


Guerrero ff | Guerrero : 
__ Huitzuco | (by Gorman) cng ae 
d (Aj- | 1 Fa (Ay | hel | a (A) | oT 
10.39 | 19 
5.40 14 
Se Sanjes> 100M MES ats 40 020 
4.84 | 9 4.87 10 120 
4.98 | 4 | 
Sao | 24 
3.75 17 3.74 70 | 210 
3.50 83 | 3.48 70 130 
3.34 Tim | | 3.34 9 
3.27 | 6 3.28 10 | 021 
3.2 | 6 | Baie 1 
| 021 | | 
3.00 28 3.00 100 | 211 
| | 111 
2.86 | 16 2.87 10 130 2.85 9 
2.59 7 | 2.67 | 20 { a 
251 3 | | 
2.45 5 2.49 | S| 310 
| 320 
2.43 7 | todd, SO | fe 
| 300 
2.27 30 | 2.27 60 { oe, 2.36 0.5 
sie | 7 | | 
2.07 21 2207 3 
2.04 | 6) | 2.03. |, 20 | 340, 141 
2.00 | Ae See 20 Gl 2.02 i 
321, 240 1.980 
eee | ee 30 | 012 | 1.900 0.3 
1.87 5 | 
1.84 | 4 1254 30 1) 421 
is VP «Ss 1.765 2 
a7. seen a eters 50 si 22 | 1.738 3 
1.64 | 2 1.64 5 | 1.680 4 
| | | 1.581 1 
1.50 | 6 | 1.50 20 | 1.560 1 
1.48 12 | | 1.435 2 
1.42 | 5 1.42 10 | 1.401 0.5 
1.27 3 | 1,268 1 
120" | 3 1.19 5 | 
1.14 | 4 | | 
aI I ———————————————— 
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岩石 鉱物 鉱床 学会 誌 


の 黒 辰 砂 に つい て 共生 関係 と X 線 粉末 回 


第 2 表 黒 辰 砂 の X 線 粉末 回 折線 
折 の 結果 を 報告 し た 。 


Pas Patlas page a この 報告 を まとめ る に 当り , 終始 御 指 
尊 ・ 御 鞭 拓 を いた ゞ いた 北海 道 大 学 理学 

SD RN eee 部 原田 準 平 教 授 , 野村 鉱業 株 式 会 社 矢島 

3.37 |>100| 3.401 | 10 111 浴 策 常務 に 感謝 の 意 を 表す る 。 

0 eee i 近年 松尾 鉄山 か ら リ ビン グ ス 

oe eee rh YAS LORMAN tk 云わ れ 

1.68 7) 1.692; 3 220 る 。 こ の 同定 と , 鉄 物 学 的 性 質 は 近い 将 

1.46 8 | 2 400 ae で 

1.34 3 2 331 来 に 発表 され る こと と 選 う 。 

1.30 6 1.309 D4 420 

1519 17 1.195 | 422 

sit 7 at 27. | al | SP 


6 |e ie oo Re 


Yajima, S. Miner. Jour., 3, 9~18, 1960. 


2) Nizeki Nevand Buercverg My). Zeltkcnists L095 

3) Santillan, M., Inst. Geol. Mexico, Bol niim 48, 1929. 

4) Vaupell, C.W., Am, Inst, Min. Met. Eng. Tech., Pub, 842, 1938, 

5) Rafael, P.S., and Gallagher, D., Inst. Inverst. Recur. Miner. Mexico, 
Bol num 27, 


6) 


Gorman, D.H., Am, Miner., 36, 481~483, 1951. 
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8496, GA-—-BMEBSE Holmquist, 
Sear 
GOEEE SBC E AAC 7 SRI OWT 再 
研究 を 行 な つ た 。 2% の アル ヵ カリ 酸化 物 
を 加え て 石英 を 加熱 する と , Na, oy 
合 872°~898°C Ci RERSEEA ICAL, 
K,O の 時 は 883°~902°C で , Li,O の 
場合 は 1005°C WECBS. TV ARR 
ル 石 は 中 間 相 と し て Li,O を 加え た 場合 
は , 893°C 以上 で , Na。O は 898°C, K,O 
は 902°C 以上 で 生ずる 。 真空 中 で 石英 に 
塩化 ナチ トリ ウム を 加え て 加熱 する と wee 
誠 殊 われ や れず 導 1050°C で クリ スト ベル 
右 が 生成 し 始め る 。 この 結果 は 鱗 和 石 の 
形成 が 固 熊 の 場合 に 於 て 行なわ れる こと 
を 示し て いる 。 石英 と クリ スト バル 石 は 
MEORRBORTG MCh), eG 
は 二 成 分 系 の DBA LLC HES 
(Jour. Am. Ceram. Soc., 44, 
82~86, 1961) (BAI 


8497, カミ ング トン HES Layton, 
W., Phillips, R. 

BMA—v7i v7} vy BAIA 
の 分 析 結 果 か ら , 両者 は 同質 二 像 で は な 
いこ と は 明らか で ある 。 すなわち , カミ 
Y7 > ン 関 石 に は , か な り の Ca, Mn が 
含ま れる が , 直 関 石 に は 殆ど 含ま れ な い , 
し た が つて , BAAD 化学式 は (Mg, 
Fe) ,Si,0,,(OH), C#DShH, カジ 
7 > vERGt& (Ca, Mn), (Mg, Fe, Mn) 
7-x5igO2,(OH,) GRANSo ITDxIk 
1 より 小さ い so 

著者 は , カミ ング トン 了 関 石 の 単 斜 対称 
は 8 本 位 の 位置 を し め る 少量 の Ca, Mn 
に も と ずく も の と 考え て いる 。 


角 隊 石 類 は 大 ざ つ ぱに 次 の 様 に 分 類 さ 
れる 。 
SAAN 

Ca e3 iW AANA BAAR 
BAS STG 

Ca k2ZLY ARA—a ivy iv 内 

BARI 
AKANE 
TA) AG 
(Min. Mag., 32, 659~663 1960) 
(BRI 
8498, AkkishRU 大 理 石 中 の ヘリ ウム 
Bangles Beekculp jay ime. 

DABS BRIAN Y 7 DUES 適用 し 時 代 
決定 を 行う 場合 の 問題 を 議論 し た 。 U- 
Pb #&, K-A 法 更 に 化石 に 依っ つて 絶対 年 
代 の 既知 の 石灰 岩 , 大 理 石 , 水 州 石 , 呉 化 
右 中 の ウラ ン と ヘリ ウム ぷ の 量 を 測定 層 な た だ 。 
堆積 性 方 解 石 に は 期待 され た より も は る 
か に 少 い へ ヘリウム の 量 し か 検出 され ず ウ 
ラン が 方 解 石 の 格子 構造 の 外 に ある 事 を 
示す 。 叉 格子 構造 の 内 外 に ある ウツ ウラン の 
比 に 依 つ て へ リウ ツ ム の 保存 量 が 異 つ て 来 
Bo 粗 粒 の 大 理 石 は 時 代 や «- 粒子 放射 
量 か ら 記 和 覧 し た 以上 の へ リウ ツウ ム が 検出 さ 
れる 。 此 の 場合 過 独 の へ ヘリ ウツ ウム は 液状 包 
BUNCE ENA EDD 過程 で 失 な われ 
ヘリ ウム の 量 が 減少 する 。 この 過 不 足 の 
ヘ へ リウ ツ ム 量 は 次 の 式 で 与え られ る 。 

HAA EE ; 

_He measured-He expected 
He expected 


保存 量 ; 
He measured 
He expected ge 
AA EFED 決定 に は ヘリ ウツ ム 潜 は 
炭酸 族 鉱 物 に は 適用 出来 な い 様 に 思え 


x 100 


抄 2 AK MRR AR 


But 


g 


Zo (Am. Min., 46, 155~167, 1961) 
(aE 


8499, Rhodesia, Benson ペグ マタ 々 
イト の 鉱山 の holmquistite von 
Knorring, O., Horung, G. 
Holmquistite kV YY AAA, 
斜 方 品 系 に 属し , ANIC REN ACH 
LL, 後者 の MgMg を LiAl 置換 し た も 
の で ある 。 BBB Rhodesia の 北東 
部 , Mtoko-Fungwe 地域 の ペグ マタ イ 
ト を 研究 中 , CORMEVYIVLAT 
A) OBE CAABO 周縁 部 の 中 に 
発見 し た 。 その 光学 性 質 は ce1.624, A 
1.644, ¥ 1.651, 2Va@52°+1°, 多 色 性 
Via PSR, B 桃 一 曹 , 7 WER, Sp. gr. 
は 3109, 化学 組成 は SiO, 59.06, Al,O, 
12.38, TiO; 0:20; Fes0 2.36, FeO 
10.84, MnO 0.25, MgO 8.82. CaO 
0.21, Na,O 0.11, K,O 0.05, Li,O 
3.33, H,O+2.09, H,O— 0.07, F 0.18, 
O=F 0.08, Total 99.87, 45 473 O. 
Von Knorring. (Min. Mag., 32, 731 
~735, 1961) (HA) 


8500, Arkansas, Miller chond- 
rite Mason, B., Wiik, H. B. 

1930 427 9 13 4, Arkansas, Miller 
の 農場 に 落下 し た 随 石 は 32x 30x 30 
cm, 36lbs で あつ た 。 この 化学 組成 は 
Fe 19.90, Ni 1.60, Co 0.061, FeS 
5.39, SiO, 38.13, TiO, 0.142, Al,O, 
2.06, Cr,O, 0.32, FeO 4.74, MnO 
0.31, MgO 23.71, CaO 1.61, Na,O 
0.82, K,O 0.098, P,O; 0.50, H,O+ 
0.06, C 0.015. #hneakynis S75 EG 
(Eng), HG (Fog.), BEG (Any), 
ニ ツ ケル 一 鉄 , トロ イラ イト , クロ ー ム 
KEES IED TG & BRA (2) で あ 
る 。 ま た 研磨 面 で 自然 鋼 が 一 粒 と み め ら 
れ な た 。 この 随 右 の 比重 は 3.68 で あぁ つた 。 


(Geochim. Cosmochim. Acta, 21,266 
~271, 1961) LBA) 


8501, Kyushu chondrite Mason, 
By Witk, Hy 6B: 

1886 年 10 月 26 日 SSSR, BL 
島 県 に 随 石 が 落下 し た 。 目 方 は 46.4kg, 
比重 は 3.53。 化学 組成 は Fe 6.27, Ni 
1.34, Co'0.046,7 Fes 5.89, SiO, 39.93, 
TiO, 0.14, Al,O, 1.86, Cr,O, 0.54, 
FeO 15.44, MnO 0.33, MgO 24.71, 
CaO 1.70, Na,O 0.74, K,O 0.13, 
P,O; 0.31, H,O+ 0.27, C0.03, Total 
99.67%. Henkskmls BEG (F074), & 
@eKR (En78), maskelynite, = v7 
ル 一 鉄 , トロ イラ イト , クロ ー ム 鉄 録 , 
IEIKA Cb Bo 

(CARE ds & - DRAIE Prior の 分 類 
で は Baroti と Soko-Banja FD se#e 
fe Q—hs7q chondrite に 属し , Urey 
と Craig の 分 類 で は 全 鉄 が 少な いし 属 
に な る 。 (Geochim. Cosmochim. Acta, 
2 272~ 2759 196) CFA) 


8502, Arizona, Holbrook chon- 
drite Mason, B., Wiik, H. B. 

= Oba Ars 1912 4475 19 Aye Ari- 
zona, Navajo County, Holbrook yz, 
3x 0.5mile の 地域 に ば ら ば ら に な つて 落 
下 し た 。 2 ヶ月 間 に 14000 個 採 集 さ れ , 
HIS 218kg 以上 で あつ た 。 化学 組成 
Fe NN R09 Go10i054, CT 
0.0096, Fe S 7.94, SiO, 40.11, TiO, 
0.14, Al,O, 1.90, Cr OR 0.51, FeO 
12.01, MnO 0.37, MgO 25.18, CaO 
1°74; 7 Naz 10/939) IO 107107 SP, ©: 
0.40, H,O 0.27, C 0.06, Total 99.99 
%- PEACOAT (Fo,4), 3R ARE 
A (En,.), @HA (Any), ニッ ツケ ルー 
鉄 , トロ イラ イト , クロ ー ム 鉄 録 , IK 
石 で ある 。 比重 は 3.56。 また Ba, Bi, 


抄 


GK 抄 3 


Cs, Cu, In, Pb, Li, Hg, Rb, Sc, Se, 
op, INS AN aie UN Ne ze 等 を 徴 
量 含 み , Geiss と Hess に よる と K-A 
法 に よる 絶対 年 代 は 4.440.1x 109 年 で 
ある 。 (Geochim. Cosmochim. Acta, 
21, 276~283, 1961) GFA) 


Eee eee 


fa = ROK WS 


8503, BiSDRAE FOR Wylie, 
Peles lucie, Oy ie 

10,000 ~40,000 psi の 水蒸気 圧 に お い 
TC 5 HD aoe 判 つ て いる Penn- 
sylvania 産 の の 店 融 開 始 の PT ヵ 
PE 7 ray 000 psi で は 780°, 
40,000 psi で は 720°C CKIs hm SK 
相 と し て は 石英 ムル 石 , ABE, KE 

Ay REGS RARSNS. この 温度 
は 花 賠 岩 の も の より る も 20°C 高い 。 頁 岩 
の 半分 が 深 け た 時 の 温度 は ABA i ie 
より る 150°C 高く ) この 時 の 液 は 花 賠 
Aire OH Real, 玄武 岩 の 笑 融 開 始 
温度 と 一 致し , また 花 賠 岩 の 液 相 線 より 
も 高い 。 頁岩 の 完全 療 融 に よ つ て 生じ た 
液 は 玄武 岩 よ り る も 安山岩 マグ マ の 組成 に 
近い が , 正規 の 火 成 マ グマ と は 化学 組成 
に 頭 著 な 相 異 が みなみ られ る 。 EMA 
は 頁岩 が 高度 の 変成 作用 を 受け た 時 に 起 
る と 考え られ る 。 (Geol. Mag., 98, 56 
~66, 1961) CAA) 


8504, 西 太平 洋 ・。 ポ ナ ペ 島 の アル カリ 塔 
Yagi, K. 

西 太 平 洋 カロ リン 和 群島 の ポ ナ ペ 島 は ; 
EEL, BALE VAY KRawa 
流 や 火山 砕 層 岩 か ら 成 る BAT A THER 
火山 で ある 。 著者 は 牙 田 山 博士 が 探 集 し 
た 標本 に つい て 岩 右 学 的 研究 を 行 つ た 。 
観察 され た 岩 型 は , MaKe B 


Aa Se ors meer Ak Ee FA hep 
粗 面 宏 山 岩 , RUMBS CHO, それ ら 
の 造 岩 鉄 物 は , SRA RRA, 7 
A OEE EE 
Tie, Ba, Fv HG, See 
BR, BYU ye, TVAV Ab, KH 
TT 4A bs BA, BRR, チタ ン 
鉄 鉄 で ある 。 含 石英 岩 は 全然 みな られ な い 
こと は 注目 に 値する 。 数 個 の 代表 的 な 岩 
型 及び 人造 岩 鉄 物 の 化学 分 析 か ら , COR 
の 岩石 化学 的 特性 が 論じ られ る 。 岩石 組 
合わ せ は , 太平 洋 講 島 に 広く み ら れ る る も 
の で あり , SOMME LR RO 
結晶 分 別 作用 で 説明 され る 。 同じ カロ リ 
ジン 枯葉 の 2 ジグ 口座 詞 同 様 
この 鳥 る も, KK より Na の 多い アル カリ 大 
eRMUTHY), —ABGOVVTF, 
NIVRBI, VV 4 BBVA 
TFIVMAVECELOC 特徴 づけ られ て で てい 
る と いう こと は 注目 され る 。 その 関係 は 
岩石 区 と いう 観点 か ら 論 じ ら れ る 。 (21st 
Int. Cong. part 8, 108~122, 1960) 

C738) 


8505, ニュ ユ ュー ジー ラン ド の KER 
#4 Coombs, D. S. 

S1-Y-FvY FHMAO 低 変 成 岩 中 
の 鉄 物 組 合せ に 対し て , 鉄 物 相 の 概念 が 
PT 条件 に 応じ て 適用 され た 。 そ の 結果 , 
沸 石 相 は 再 検討 され , 沸 石 相 と 緑色 片岩 
相 と の 間 に 新 に プレ ー ナ イト ー パ ペン ペリ 
一 石 一 メタ グレ イワ ツケ 相 を 設定 し た 。 
その 鉄 物 組合 せ は 石英 一 プレ ー ナ イト 一 
緑 泥 石 , 石英 一 草 長 石 馬 ペン ペリ ー 石 一 
IEA, 沸 石 を 含ま ず , FRA 
岩 相 に 特徴 的 な 硬 玉 ) ロー ソン 石 も 存在 
Law 。 こ の 場合 含水 Ca-Al 斑 酸 塩 
鉱物 が 重要 な 鍵 と な り , その 安定 関係 が 


論じ られ て いる 。 ロー ツジ YAR HK 
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泥 石 の 組合 せ は , MNAAOMEAY tal 
様 な 関係 を も ゃ もつ パン ペリ ー 石 を 含む 組合 
せよ り 高 圧 , 或 は 低温 で 促進 され る 。 カ 
オリン 一 方 解 石 一 石英 の 組合 せ か ら , 7 
イィ イラ カイ ト , 灰 長 石 及 び モ ン モ リロ ン 石 
の 熟 水 結晶 作用 が 報告 され て いる 。 (21st 
Int. Cong. part 8, 339~351, 1960) 

CERO 
8506, California, Leecch Lake 
Mountain OMB RH BE BRIER 
Chesterman, C. W. 

Leech Lake Mountain で は , #ii% 
岩 (現在 は 蛇 紋 岩 ) BR Franciscan 
(上 部 価 羅 系 か ら 下部 白亜 系 ) の gray- 
wacke KU 凝灰岩 質 な graywacke と 
の 接触 部 が 観察 され る 。 Oe 
NG ELC BAL ES OE 
liquid magma EL TRALR DO DCH 
Zo BAKL Cis, 周辺 の 岩石 に glau- 
cophane schist facies に 属す る 変成 作 
用 を 与え て いる 。 graywacke に は 多量 
の 硬 玉 が 生成 され て いる が , BRERO 
それ に 硬 玉 は み ら れ な い 。 又 中 入 に 伴 つ 
て 熱 水 作 用 を も も た らし , graywacke は 
部 分 的 に 蛇 紋 岩 化 する と 共に nephrite, 
MERA, DUKA, YATE 
な どか ら な る 細 脈 が 蛇 紋 岩 中 に み ら れ 
Bo 
BEC ees 23 HEA BB 1 S HBS D 
存在 し , そこ で は , Hit nephrite 
に , elbiineer ( VE AWE BR 7 VA — 
} SWA-BBA— NYA 1b 
化し て いる 。 BURKE FORA 
を 或 部 分 で は パン ペラ イト に , titani- 
ferous 7; Ae REG, 陽 起 石 或 
は crossite に 変化 せしめ , イル メ ナ ィ 
ト RUBY leucoxen に 族 じ て いる 。 
(2lst Int. Cong., part 8. 208~215, 


1960) (KE) 


°8507, 西 パ キス タン Taleri Moham- 
mad Jan の 和 蛇 紋 冊 一 石 放 上 貼 の 接触 部 
Bilgrami, S, A. 

Teleri Mohammad Jan で は hence 
と 石灰 岩 が 接触 し , そこ で は 蛇 紋 岩 は ア 
ンチ ゴ ラ イ ト }, KERMA, TLATA, 
mea, Wa, 7V77a7T ZOE V 
構成 され , Hales tial, BR 
A, VBR, SLATE, コン ドロ 
TA}, BAR EBAC COS. ai 
Fa IT, ae ee OD ae 
析 値 を 挙げ , この 三 鉱 物 と 蛇 統 岩 , 石灰 
岩 に つい て 更に 懲 量 元素 の 定量 を 行 つ て 
いる . 

岩石 及び 鉱物 を 成因 的 に 療 察 する と , 
ET MOR DAK PME RE ee 
AC, それ を 再 結晶 させ ARCA, 
柄 格 石 な ど を 形成 し た . その 後 熱 水 作用 
が 働き , 標 村 岩 を 蛇 紋 岩 化 する と 共に 
LATA, クリ ノノ クロ ロア な どの 含 永 伝 物 
を 形成 し た ・ 和 熟 水 作用 の 温度 は 少な く と 
% 450°C で あつ た ろう ③. (Am, Min 
45, 1008~1019, 1960) (KB) 


8508, 南東 スイ ス Bergell 山塊 の ジ 
ルコ ヨコ ジン 年代 Griinen, F. M., Stern, 
VA 

南東 スイ ス , アル プス の Pennin nap- 
pe 系 を 切る Bergell 花 賠 岩 体 か ら 2 種 
の ジル コン 試料 を 得 て Pb/« 法 に よる 時 
RIREBETRO?. YUaAyvORy va 
の 大 きき —30+100 と 1004200 と の る も 
の に つい て 各々 25 土 10MY 及び 30+ 
10MY の 値 を 得 た . これ 等 の 値 は 本 地域 
の 構造 的 及び 層 位 学 的 標準 に より 支持 さ 
れ , HPO ERAROREAREL LD CRDE 
れ て いる 範囲 で ある . (Schw. Min. Pet. 
Mitt., 40, 253~259, 1960) [河野 ] 


8509, Aarm 山塊 の BARU Ha- 
bkern 7EmMiBO 多 色 ハロ ー に よる 年 代 


SK 5 


Pesteels, P. 

Aarm 山塊 及び Habkern 7EME ADO 
REO 多 色 中 ハロ ー に 変成 作用 の 及ぼ ぽ 
す 働 き に つい て の 研究 を 行 な つ た. 北部 
Aarm 山塊 の 岩石 の ハロ ー は アル プス 変 
BEA ORAS 弱め られ て いる こと が 明 ら 
か と な つた . これ ら の 例 は 非常 に 弱い 
Epi- 変成 作用 も 赤 ハ ロー に 影響 し 得る 
こと を 確 め た . Habkern 7§MBO v0 
ー は 約 300M.Y OH AFSL, MES 
紀 の 可 能 性 が 大 で あぁ ある. これ ら ハ ロー は 
アル プス 変成 作用 に 全然 か 或 は 極め て 僅 
か し か 影響 され て な く , 薄 片 で 少し も 変 
成 の 影響 が あら われ て いな い 事 実 と 良く 
一 致し て いる . (Schw. Min. Pet, Mitt. , 
40, 261~266, 1960) [河野 〕 


8510, K-A 法 に よる アル プス 汰 石 の 
時 代 決 定 Krummenacher, D., Ever- 
mden saa bs 

アル プス の Aiguilles-Rouges, Mont- 
Blac, Grand-Paradis L)D9/H#O & 
Be K-ABICKURRERELK. 後 
者 の 地域 で は 地質 的 見 解 と 良き 一 致 を み 
た : し か る に 前 2 地域 で は 一 般 に A の 人 狗 
上 を 示し て 若 す すぎ た .】 この 焦 の 移出 は テア 
ルプ ス 造山 作用 及び Hercynian 造山 作 
用 の 中 に 働い た 熱 水 及び 変成 作用 に よる 
加速 され た 拡散 速度 に より 説明 され る . 
(Schw. Min, Pet. Mitt. , 40, 267~277, 
1960) [河野 〕 


8511, EMBRAER 鉱物 の 主要 成分 
の 定量 的 分 光化学 へ の 新 方 法 Schwan- 
der, H. 

本 論文 の 始め に IRAE RU SM 
定量 的 に 分 析出 来る 2 つの 分 光化学 的 方 
ELAM LT. 前 者 は 古い 文法 で 半年 前 
ERE CHEOTWR DDC, 励磁 の 
条件 を 一 定 に 保つ 事 の 出来 な い BEAK 
点 を 持つ て いた . 後者 の 新しい 方 法 は そ 


の 欠点 を 改良 し た も の で , 密着 電極 と 
stallwood 窟 気 射出 で 励磁 を 良く し た . 
論文 の 後半 は 実験 の 精度 を 2,3 OSH 
び 岩 石 の 分 析 結 果 か ら 論 じ た . 選ば れ た 
試料 は 分 光化学 と 普通 重量 分 析 の 両方 で 
行ない , 分 析 結 果 か ら 鉱 物 の 化学 式 の 成 
分 を 計算 し た . BAIA ASK ME 
色 鉄 物 に 分 離し て 分 析 し た の で 鉄 物 成 分 
を 算出 し , 且つ 薄 片 積算 の 測定 結果 と 比 
較 す る こと が 出来 た FED CORE 
は 従来 の 重量 分 析 で の 結果 より よ ょ より, 靖 
確 で で あぁ る こと が 確定 され た . (Schw. 
Min. Pet. Mitt., 40, 289~311 1960) 

[河野 ] 
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8512, 金属 硫化 物 の 固体 拡散 及び 気化 作 
用 の 実験 研究 Macdougall, J. F. 
Michle, B. K., Guy-Bray, T.V., Saul, 
Me A NCR TIGER 

Free oxygen が 存在 し て いな い 状 態 で 
の “non-volatile” sulfides の 固体 拡散 
作用 並び に 気化 作用 に つい て , 金属 硫化 
物 の 融点 以下 で の 実験 を 行 つ た 。 実験 さ 
れ た 金属 硫化 物 は 主として FeS と CuS 
で , これ ら の 他 に Pb-sulfide, Zn-sulfide 
Mn-sulfide, Co-sulfide, Ni-sulfide % 
行なわ れ て いる 。 こ れ ら の 銚 物 を , TE 
0.5 時 の 厚 さ の 円 板 に ヒ し て 箇 ね 合せ , = 
ELT #H 300°C か ら 1000°C 以下 の 温 
度 で , HOBRAIAH, 硫黄 ガス 中 , 鶴 
素 と 硫黄 の 混合 ガス 中 で 時 間 を 変化 させ 
て 生じ て くる 共生 関係 に つい て 観 察し 
た 。 そ の 結果 , FeS と CuS と を BRA 
ス 中 で , 300°C 以上 で 加熱 し た 場合 , 
鉛 鉄 と 黄 鉄 鉄 の 層 が FeS の 方 に 生じ Bo 
KLIS WD DIF SUX 時 間 の 平方 根 に 
比例 し , 温度 と 共に 増加 する 。 水蒸気 や 
過剰 の 硫黄 ガス は 殆 ん ど 影 枚 が な い 。 も 
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し 2 っ の 円 板の間 に 岩 右 円 板 を お いた 場 
合 , © OAFLA WRAR VC BR BBR SE 
じ , 叉 岩石 円 板 中 に 黄 鉄 鉱 粒 子 が 入 つ て 
いた 場合 , BRK CARL CHAR, BBA 
PBA So 550°C で CuS と KimVveA 
と は 反応 を 起す が , BBO RRA, 古 
Sa, 普通 輝石 , 奏 鉄 鉄 , 方 解 石 で は 
起ち な い 。 CuS を 300°C WE CATS 
と , HRSGK (或いは digenite) に 再 結 品 
する 。 CuS と 磁 鉄 鉄 を 接し て 同様 の 実験 
を 行 な つ た 場合 , 磁 鉄 鉱 中 に 黄 鉄 鉱 を 生 
UC, 更に 変化 が 進め ば , RAG PEPE 
へ と 変化 する 。 すべ て の 実験 を 通じ て , 

Cu tx Fe ょ より 拡散 速度 が 大 きい 。 sul- 
fides か ら の Fe お よび Cu の 気化 作用 に 
っ VC は Fe Gre 550°C eG, 3X Cu @ 
は 675°C G2igkX N72. (Econ. Geol., 
56, 362~391, 1961) ChE 


8513, 電気 分 解 に よる マン ガン 鉱物 の 
陽 イ オン 置換 に つい て Sreenivas, B. 
LS RO RS 

RIO GINA C4 Ft Vv (BHD 現象 
は 広く 知ら れ て お り , 粘土 鉱物 , 沸 石 等 に 
つい て は 多く の 研究 が な され て 居る が , 
近年 マン ガン 録 物 に 関し て る も 此 の 現象 の 
重要 性 が 認識 され て 来 た の で , 数 種 の マ 
Y hv SNC Sha 4 TY O BERS 
RARE E VBR LR. 普通 の 酸化 マ 
YAY, 本 実験 で 変化 の 認め られ 
た の は braunite, franklinite, crypto- 
melane © A, Ppsilomelane, holl- 
andite, lithiophorite, chalcophanite, 
helaerolite 等 は 電気 分 解 に より fT EO 
変化 も 生じ な い 。 中 で も 最も 興味 ある の 
は cryptomelane で , その Kt を 失い 
つつ 中 間 相 で ある «tl-MnO。 を 経て 15 
~20 時 間 で 完全 に Y-MnO。 に 転移 する 
こと が 認め られ た 。 PAC SS at- 
MnO, は maximum distorted crypt- 


omelane phase で 凡そ 50% の K+ を 
失い , a 軸 が 9.82 っ 8.78A, c 軸 が 2.83 
っ 2.77A と 縮 少 し て いる 。 此 の 転移 は 天 
然 に 於 いて も 同じ 経過 を た ど つ て 行なわ 
れる も の と ZKAENSo braunite は 電 
気分 解 に より 数 時 間 後 に は 一 部 の Si, 
Mn を 失 つ て bixbyite 様 の ※ 線 回 折 を 
mt ekymr~ tA, 叉 franklinite は 
相当 量 の Zn, Fe(Mn) を 失 な うこ と が 
認め られ る 。 (Econ. Geol., 56, 198~ 
203, 1961) Le 
8514, Yellowknife 地方 の 含 金石 英 
須 の 硫黄 同位 元素 の 研究 Wanless, R. 
K., Boyle, R. W., Lowdon, J. A. 

Yellowknife 地方 は 広域 変成 作用 を 受 
けた Precambrian に 属す る green 
stone 及び 水性 堆積 岩 類 と 花 庫 関 緑 岩 が 
主 に 分 布 す る 。 これ 等 は 含 金石 英 脈 を 伴 
い , 硫化 鉱物 , 硫酸 塩 鉄 物 そ の 他 を 随 
する 。 その 他 石 英 一 炭 酸 塩 鉄 物 の 小 脈 が 
見 られ る 。 こ れ 等 鉱脈 及び 母 岩 中 の S 同 
位 元 素 S32, S34 に つい て BAHOMBE 
鉄鉱 を 基準 と し て 求め た 。 

Bea t L CEPR IS +5% で S34 
が 基準 物質 より 多く , BRARARET 
も 同様 で ある 。 green stone で は 花彫 
岩 質 岩 石 よ り は S34 が 少く , amphibole 
facies で +1.9%, epidote facies で は 
cme £0 遠く は な れる に つれ S34 
が 少く な り , 平均 +14% を 示す 。 

初期 の tension fracture に 母 岩 中 か ら 
も た ら さ れ て 生じ た 石英 脈 で は S34 が 
green stone より 東 に 少く , S32 BWA? 
集中 する 事 を 示し て いる 。 破砕 帯 を 横 切 
OCHLET SRRIX—- MER, BSL 
RRC TEAS k OW な れる に つれ , 
S34 を 減じ て くる 。green stone 中 で は 
BOR te FEEL, S34 は 脈 中 で 最大 と な 
り 変 質 帯 を 経て 母 岩 ま で 次 第 に RMT So 


Tr 


jb 
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叉 共生 する 硫化 鉄 物 で も 初期 より 後期 程 
S34 を 減じ S32 に 富ん で くる 。 MEDS 
床 を 切 つ て FET SHER + REBAR MO 
レン ズ 状 鉱脈 で は 常に S32 に 富み , MER 
中 の ities ~ ARBRE Clk 硫化 鉄 物 は S34 
が 著しく , 共に S3? は 圧力 , BEORE 
を 受け て 移動 し 易い 事 を 示し て いる 。 

鉱脈 及び 断層 か ら 生 ずる 地下 水中 の 硫 
酸 塩 鉄 物 に つい て は , この 地帯 の 硫化 物 
と 関連 し て S34 に 富ん で いる 。 

S 同位 元素 の 分 布 は (ER BILE RU 
変成 作用 に 伴う 温度 勾配 と 関係 し , SKE 
帯 中 の 硫化 物 は 多分 それ と BBS SES 
か ら も た ら さ れ た 。 (Econ. Geol., 55, 
1591~1621, 1960) [鈴木 ] 


8515, Juv hy. Midnite 鉱山 に 於 
ける ウラ ニウム 鉱 化 作 用 Barrington, 
CT ge obi 

77=7 .SALVERL 白亜 紀 の Loon 
Lake (EMBL, YT) THOBH 
積 岩 の 接触 部 に 起 つ て いる 。 BAA 
又は 破砕 整 の 附近 に 産出 し ウラ ニウム 鉄 
物 は 主 に 硫化 鉄 物 と 共生 する 隊 ウ ラン 録 
で ある 。 二 次 的 な 酸化 ウラ ン 鉱 物 る 存在 
CS る cen) am 7 4 Kee 
リロ ナイ ト 等 の 存在 か ら , VI=AVTLAB 
物 は BOARD 6 沈 肖 し た と 考え らち られ 
So しかし, 必ず し も Loon Lake 7E fx 
BOBBRVERIA も と ずく も の と は 結論 
出来 な い 。 黄 鉄 鉄 は , 初期 に 高温 の 溶液 
か ら 上 品 出 し , 温度 が 450°C ある い は , 
それ より いく さく 分 低 月 に な る と ARK 
出し て 来る 。 こ の 時 期 に , 少量 の 黄銅 鉱 
tPA, ウラ ニウム 鉱物 の 結晶 作 
用 を 促進 させ て , HARLDEINY F v GhASHE 
Hs 40 自 鉄 鉄 と 了 凶 ウ ラン 鉱 の コロ イド 
状 沈 淫 は , 450°C~350°C の 問 で 行わ れ 
た 。 温度 が 低く な る に つれ て PH は 増加 
LT4 So WIV VIER RU AF 4} 


ACHE F = 7 2. SKID WI LY Fez 
HO. EVYEVUF 4 bik, BHEYV 
わずか 温度 が 下り 多少 アル カリ 性 の YR 
に な つた 時 , RISA 7 vROMEPSD 
る い は , その 直後 に 生成 し た 。 花 賠 岩 と 
の 接触 部 附近 に , 多量 の モン モリ ロナ イィ 
ト が ある 事 か ら , 低温 か つ pH が 中 くら 
い の 状 態 が , か な り 長 く 継 続 し た も の と 
考え られ る 。 (Econ. Geol., 55, 241~ 
258, 1960) [上 野 〕 


ーー 


8516, 大 西洋 の 深海 堆積 物 コ アーDarin, 
B. E., Maurice, E., Goesta, W., 
Bruce, CE 

大 西洋 及び 基 の 近海 地域 の 堆積 物 約 
1000 ヶ に つい て 研究 し , その うち 221 ヶ 
は ビス ズ スズ ト ンコ アー (35 cm ママ 1275 cm に 
わた る ) に つい て , BH, 粒度 組成 , th 
化石 , 放射 性 炭素 等 を 調べ た 性 果 , 堆積 
VER, 堆積 量 の 割合 , 第 4 紀 の 地 末 に 関 
FAR LW MRE ER 即ち コ アー の 娠 
質 か ら , 第 4 紀 中 に 大 西洋 で は , 2 つの 
沈 積 作 用 , 1) 遅い が 連続 的 な 沈 積 , 2) 
濁水 流 (turbidity current) ic k ZAAwm 
な 沈 積 が 重要 な 役割 を 演じ た 。 堆積 物 の 
FILER HBB LC CRA, HER 
を 分 離し て いる 高 処 に は な く , submari- 
ne canyon, 深い 平 な 盆地 座 等 の みた に み 
られ る 。 その 沈 積 量 は 特に 濁水 流 堆積 物 
に 左右 さがる こと が 多く 1000 年 店 0'5 
~274.4cm に HOCTWSo ABBE 
YD OMERBHOAVOL, 大 西洋 , 
大 平 洋 に 於 ける 地震 波 に k SARE HER 
物 の 厚 さ が 800~1000m に 限ら れ て いる 
こと か ら , 現在 大 洋 下 に ある 地殻 は , 中 
用 代 後 期 の ある 時 期 に 劇 烈 な 再編 成 運動 
を 受け た も の と 見 られ る 。 コア ー の 108 
TAD ARE ILRO 移動 と 10 ヶ の コ 
ァ ー の 37 の PRE RRRAMIC LS MH 


> 8 岩石 鉄 物 鉱床 学会 誌 


積 量 の 割合 か ら , last glacial age |\k6 
年 前 に 始ま り , 1 万 千年 前 に 終 つ た こと 
を 未 し て いる 。 コ アー の 化石 群集 帯 と 第 
4 紀 の 気 候 変 化 と の 十分 な 対比 は , 将来 
Bic 長い コア ー が 得 ら れる こと に より 達 
せら れる で あろ う co (Bull. Geol. Soc. 
Am. 72, 193~286, 1961) (HA) 


8517, 虚業 用 水源 と し て の 地下 水 調 査 
の 基礎 的 研究 佐々 木 実 

本 文 は 農業 用 水 と し て の 立場 か ら 地 下 
水 を 取扱 つて いる けれ ども, 石油 や 天然 
ガス の 貯溜 層 の 母体 と な る 矢 水 層 , LE 
の 路 岩 た る べき 不 透 水 層 の 問題 や , 油田 
の 水圧 型 鉱床 の 解明 等 に 関し て も 教え る 
所 が 多い 。 WEE RRM RR BY UW 
PURGE). 沖積 平野 (GED, 倉 
敷 平野 , 沼津 平野 ). Bt VAR, 
296) (22). 人 台地 (SA PACE). WW 
BB (富士 山 , 八ケ岳 ), 等 に つい て 地質 と 地 
下水 の 関係 を 研究 し て いる 。 FAIR A 
SRA ADH, BR i, BRSEORR 
は 沖積 層 の 研究 を 通じ て 明瞭 に 理解 され 
る こと と 思わ れる 。 (資源 総合 開発 研究 
所 研究 報告 2 号 ユ ー114, 1960) [牛島] 
8518, Comb Ridge-Navajo 山地 の 
SEFETSEHEE Hodgson, R. A. 

標題 地域 に 発達 する ペン シル ヴァ = 4 
7 Yd 5 RASA E COMMAD 節理 
e ZETA, ela), 傾斜 ) 長 さ 等 に つ 
いて 計画 的 に 測定 し た 。 SRF (AER 
と 赴 岩 面 と の 交叉 に より 示さ れる 線 ) の 
連続 の 性 質 , 箇 理 面 の 特徴 に つい て 特に 
注意 を 払い , COME tx ORO 
窟 間 的 関係 に 基 ず いて 著者 漠 自 の 節理 の 
分 類 及 び 命名 を 与え , Systematic joint 
(節理 面 が 平行 か ほ ゞ 平行 な も の ) と 
non-Systematic joint ( 節 理 面 が 不 規 則 
(SN の) で で る 6 

節理 の 本 質 的 成因 が 43D Ts te 
CHR PEEL UC SES Vs Te 分 類 が 現 段 階 で は 
合理 的 で あり , 本 地域 で は 広域 的 な joint 
pattern と systematic joint 問 に は 密 
接 な 関係 を 示す 積極 的 デー タ が な く , RB 
曲 構造 と 節理 方 向 も 無関係 で ある 。 

本 地域 の 節理 成因 の 仮設 と し て , syste- 
matic joint は 潮汐 力 (tidal force) に 


つて 生じ , 先 に 出来 た 節理 方 向 が , 上 部 岩 
層 に 影響 を 与え , 連続 的 に 形成 され る も 
の で あろ 3 う 。 野外 観察 る 節理 が , Leite 
生成 初期 に 出来 た こと を 支持 し て いる 。 

併 し 量 的 資料 が 不足 で あり , 究極 的 な 節 
理 の 成因 は 多く の 地域 か ら の 資料 を 待つ 
て , 評価 され る べき で あろ 3 。 節理 の 分 
類 , 成因 等 に つい て の 簡単 な 歴史 的 導 察 
も る 与え て ある 。 (Bull. Amer. Assoc. Pet- 
rol. Geol., 45, 1~38, 1961) CHA) 


8519, 和 毛細管 測定 法 に よる 原油 の 
Wetting Tenclencies の 測定 Johan- 
sen, Ri. TD tT oN 
毛細 管 測定 法 に よ つ て 数 種 の 原油 
(Uniat, Bradford, Grass Creek, Lance 
Creek, Oklahoma City, Rio Bravo, 


Bartlesville-Dewey, Tatums) 2 fii7 
ォ ン 水 と の 聞 の 界面 張力 を 測定 し た 所 ;, 
上 記 原 油 の 中 最初 の 4 種 は , 水 , YH SF 
ス 系 に 於 て 水 が ガ ラス 濡 す (water wet) 
が , 最後 の 4 種 は 反対 に 油 が ガラ ス を 澤 
すず (oii wet) に と ホ 明 に な つ な だ 2。 

然し , oil wet の 原油 中 の アス ファ ル 
ト 分 を 除去 する と water wet に 変る こ 
と が 分 つた 。 MY ME MTS I Li 
ょ つて る も oil wet を water wet (c#Zz 
る こと が 出来 る 。 然し water wet の 原 
油 に Ze 吹き 込ん で 酸化 させ て みた 
が , これ を oil wet に 変え る こと は 出来 
な か つた 。 多く の 束 面 活性 剤 は 界面 張力 
を 減少 させ る が wetting tendencies を 
変化 する こと は 出来 な か つた 。 然し Na- 
tripolyphosphate の 水落 液 を 用 いる と 
oil wet の 原油 を water wet に 変え る 
こと が 出来 た 。 Nacl © ク ェ ン 酸類 は や 
は り wetting tendencies を 変え 得 な 
い が , Na-carbonate 及 Na-citrate は 
之 を 変え 得 た ei され 等 ほな つい て 詳し い 実 
験 性 果 を 記し て ある 。 油層 中 で 果して 洒 
と 水 は ど ちら が 砂 の 表面 を 澤 し て いる か 
は , 原油 の 移動 , 原油 の 回 収 に 重大 な 影 
響 が ある 。 oil wet 原油 の 場合 に は 適当 
な 活性 剤 (Na-tripoly phosphate) や 
Na-carbonate 等 を 混入 し た 水 を 圧入 す 
る こと に よっ つて 回収 率 を 増加 する こと が 
可能 で ある 。 (Bureau of mines U. S. 
RI 5752, 1961) CEB 


KR RM 定 投稿 者 は 次 の 点 に 注意 し て 下さ い 。 

1. 論文 は 和文 又は 英文 原 閉 と する 。 和文 原稿 は 原稿 用 紙 に 当 用 漢学 を 用 いて 横 書 , 英 
文 原稿 は タイ プラ イト する こと 。 

2. 図 は 白紙 叉 は 青色 印刷 の 方 眼 紙 に 墨 又 は 黒色 イン ク で 大 きく 画 き , 1/2 又は 1/3 な 
ど に 縮小 する の に 適する よう , 文字 や 記号 を 大 きく 書く こと 。 特に 折り 込み 図 の 原稿 は 
細部 ま © Apc ¢ ec 

3. 引用 文献 は 論文 末尾 に 引用 順に 一 括 し て 認 た め , 著者 名 , 表題 , 掲載 誌 又 は 単行 書 
名 , 巻 , A, 年 等 の 順に 記す こと 。 

4. 別刷 は 30 部 まで 経費 を 学会 で 負担 する が , それ 以上 は 実費 を 著者 が 支払 うこ と 。 


本 誌 抄録 欄 担 当 者 (H+GIB) 


青木 謙一 郎 秋月 ee 阿部 守 阿部 正宏 植田 良夫 
Lf 4H 3 信義 BR RHE FRR RE fF 
AY RH KR B- 白 本 左千夫 DR BR BK IR 
河野 義 礼 北 代 吉宏 今野 Fh Bm FF BA BE 
鈴木 光郎 Fl 4 AA 一 雄 WA BE 千葉 と き 子 
長谷 川 修三 WAR +t 山岡 — ie 


| 昭和 36 年 7 月 日 印刷 昭和 36 年 7 月 5 日 発行 


発行 所 仙台 市 片平 丁 東北 大 学 理学 部 内 | 入会 申込 所 仙人 市 片平 本 東北 大 学 理 学 
FA ESE RM i REZ 部 内 EL ACER REES 


[電話 仙台 ⑨ 5111 (内 線 311)〕 | 会 費 払 込 先 同 上 CEM 8825 番 〕 
MERAH K RF KB 一 本 会 会 費 一 ヶ年 分 正会員 1000 円 
印刷 所 仙台 市 坦 通 27 [電話 ⑤2207] 購読 会 員 し 800 円 

FER MRED BIRKS: | | 本誌 定 — 部 150 円 (会 員 外 ) 


価 
印刷 者 fe 気 幸 助 © 1961 


Vol. 46 July, 1961 No. 1 


The Journal of the Japanese Assoc‘ation 
of 
Mineralogists, Petrologists and Economic Geologists 


CONTENTS 


Minor compositions in quartz from Naegi, Gifu Prefecture .............. 
ae ee eres SS Sn oem eae uO eo abt: K. Omori and H. Konno 
Growth hillocks developed on pyramids of quartz crystal are 
«ae toners, DME AI tr ket 

Thermal transformation of penwathite sa...) 0s s.r ee ee 
Pumpellyite in Sangun metamorphic rocks of Okayama Prefecture ...... 
. Y. Seki and ©: Mitsune: 

Livingstonite from Huitzuco and metacinnaber from Las Pailes, in Guerrero, 
Mexico oN i Ss abit siete ee RCo Ia Ta) 


Notes and news 


Announcements of the Association. 


Abstracts : 

Mineralogy and crystallography. Conversion of quartz to tridymite, etc 
Petrology and volcanology. Hydrothermal melting of shales, etc. 

Sct. of metallic deposits. Experimental investigation of solid diffusion, etc. 


Sci. of petroleum deposits. Atlantic deep sea sediment cores, etc. 


—_ ee 


Published monthly by the Association in the Institute of 
Mineralogy, Petrology and Economic Geology, 
Tohoku University, Sendai, Japan 


